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序

昭和52年、パソコン（パーソナル・コンピューター）が登場した。

パソコンの林業部門における利用状況は，研究面を除けばまだ低位であり、十分に活用されている

とは言えない。

林業経営は、非常に複雑で多くの条件により組立てられているため、経営管理、収益計算などに多

量の情報が必要であることが、コンピューター利用の遅れた理由の一つであろう。

当場では、以前から森林立地・林分構造・保育・林地生産力・伐木、造材、集迎材・林分評価・収

益性などの基礎的な要因について、調査解析してきた。これらの永年にわたる膨大なデータを総合化

して、所要労務者数・所要経費・収益性などを極く短時間で算出できるプログラムを開発した。

林業経営の環境は、ますますきびしさを増している今日、合理的、効率的な経営をすすめるために

は、最近急速に普及してきたパソコンの活用が重要な課題であることから本報を刊行することとした。

林業関係者の参考になり、御活用いただければ幸いである。

本報の刊行に当り、日頃御協力をいただいている各位に対し深く感謝申し上げ、今後の御指導を切

にお願いする。

1984年3月

福岡県林業試験場長池田一雄



林業経営のシステムプログラム

福岡県林業試験場福島敏彦

TheForestManagementSystemProgram
ToshihikoFukushima
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1．はじめにForeword

林業の経営収支は自然立地・施業技術・市場性・

収益概念等々の組合せによって計算される。こ、で

は，これらの組合せを植付から伐採・収穣・市場価

格まで総合評価計算するシステムを図ったので報告

する。

本システムは大きく25余りのモジュールに分けて

おり，今後の技術革新や新たな情報があった時には，

そのモジュール全体，あるいは一部分のみの変更が

容易に行なわれるようにした。

プログラム利用の機構はMZ－80K（48KB，

PersonalComputer）を中心にMZ-80％（インタ

ーフェイスInterfaceUnit）・MZ－P3（プリンタ

ーPrinter）からなっている。プログラム言語はシ

ャープ5020「テンキー」BASICを用いている。

本プログラム・システムには国庫総合助成試験事

業饗メニュー課迦「農山村の林業経営指標に関する

研究」・県単独事業「林業経営に関する研究」等々

の成果を用いた。

Thisreportissyntheticconcernedwitht}1e

forestmanagementfromtheplantingtothefi‐

nalcutting(marketvalue).Thereareconflicting

theincomeandexpensivebythetypemanagement，

naturalsiteclassandworkmgarrangement，In

theconditionofvariouscombinations，thispro‐

gramcalculatetheincomeandexpensive．

2．プログラムメニューの概要

OutlineofProgramMenu

メニューは記憶容量の関係から経営相談の多い次

の10項目とした。

①林分構造StandComposition

林齢の推移につれて林分が変化する状態を示すも

ので，表示項目は林齢・最大樹高・最小樹高・平均

樹高・胸高断面積平均直径・最大胸高直径・最小胸

高直径・平均胸高直径・立木本数・枯損本数・間伐

本数・相対幹距・年輪幅・形状比の14項目である。

入力は樹種（スギまたはヒノキ）・樹高地位（40

年時樹高)・間伐指定相対幹距・最後の間伐時林齢・

10年時立木本数等で，これらの任意条件の組合せに

よって林分構造が推定されるようになっている。表

－1はその例である。
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Thisplacerequestchangeoftheforeststand

inprocesstime・Therearethetreeheight，。i‐

ameterbrestheight，standnumber，deadtree

number，thinningnumber，stemrelativedistance

(10‘／H1/~両)，annualringwidthandformheigh・
Thisexampleisshownintal)lel．

②林分評価MarketValueofStand

指定林齢の30年．40年．60年時の林分について，

前節と同様の条件を入力し、林分構造を求め，さら

に，樹高と胸高直径の分散を9段階に区分し，その

区分毎に立木本数を分けた。各階ごとに，4mの造

材をすると仮定して，1番丸太からn番丸太までの

末口径を求めた。次に，各短材の素材々種・後述す

る短材の{llli格比数．短材の市場価格・各短材を繋い

だ樹高長当りの価格を順次求め，分散本数を乗じて

合計した林分の市場評価額を求めた。

すなわち，こ、での評価額は伐木造材や搬出等の

費用を考嘘した立木価格ではなく，林分を仮りに伐

採したとして，市場に出荷した時の価格である。

指定林齢の計算例を表－2，表－3，表－4に示

す。なお，指定林齢の追加・変更は容易でその方法

は後述する。

Theforesttreesizesareconflicti､g､Thisdis‐

tributionwasdividedintonineclass・Itissup‐

posedthateachofthemwasloggedfourmeters・

Aboutthelog，itisestimatedthetop-enddiam‐

eter，volume，priceandetc.．Theresultswhich

wereobtainedinthewaydescribedareshown

theexampleintable2～table4．

③収益性StandYield

林業は超長期的であるから内的な林業経営の投資

負担のあり方によって費朋後価が大きく異なる。生

産物価格は外的な市場性によって価値が決められる。

林業収益は内外の条件によって決まるが，外的な市

場性について林業経営者が採算を考慮して取引に下

限値（敷値）を付けることは希で，市場の成行に任

せる消極的な場合が多い。木材価格が安い時には伐

採を遅らせ，高くなるのを待つといった消極的なも

ので，適正価格取引や安定供給観念は個別経営者で

は計りにくい。従って，市場では外材の安定供給に

たより，木材価格は外材主導型となっている。

これに対して，林業の経営改善・維持について個

別経営の枠を超えた組織的対策も遅れている。木材

価格と供給の安定は山村の重要な定住条件の一つで

ある。木材は米と違って地形による自然立地と地利

的な交通立地が異なり，このために品蘭管理にバラ

ツキが大きいので画一的な生産費用価格は不適当で，

現行の市場価格逆算方式が妓適である。従って，市

場段階で価格が安定するような組織化を図ることが

大切である。

例えば，比較的に安定した需給によって全国でも

スギ素材価格が高いと言われている大分県の日田地

方や本県の浮羽・八女地方においても昭和51年～昭

和54年の木材高値安定期でさえも木材価格は保育費

の高騰とにより林業経営者にとっては不本意であっ

た。これに対して，組織化対応が強く望まれている。

外的な市場性は国際的な外材の資源量を背景とし

た競合や金属・セメント・石油製品等の代稗材との

競合等，更には，国内外の経済の好不況が大きく影

響し、組織力に乏しい国産材の木材価格は大きく変

動する。従って,木材価格の予測は1～2か月程度の

短期的予測は可能としても，超長期の収穫時点を予

測することは困難である。

そこで，本プログラムでは或る地域の現在時点で

の短材価格，あるいは価格時系列変化予測が出来れ

ば，その予測値を基に林分材価を計算するようにし

た。このように価格は，地域や時間を静的に考える

と収益は費用後価によってのみ変化する。

灘用後価は施業方法による投資量と伐期までの時

間によって大きく異なる。伐期までの時間･収穫量・

投資』1tは地力（林地の自然的生産力）によって大き

く異なる。投資埜は地力が低い程保育年数が長くな

り大きな値となる。また，附加価値を高める枝打や

間伐等の集約的な施業の場合も投資額は大きくなり，

これら投資に対する利子率によって費用後価が大き

く異なる。

利子率は林業経営者の投資概念によって，大きく

5つのタイプに分けられる。

（i）企業的材業経営
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全ての投下資本に対して菰貯金のｲ|利5分5厘以

上の高い利率で複利計算する。

（ii）大山林所有者で，すでに法正林化している

場合。

土地資本を除いた投下演本を屈地的に考えず林業

の収入と支出のバランスを家計的に行うので，収入

から支出を差引いて収益が求められる。林地別の収

益は属地的なものに換算して求められ，投演俄還は

元金のみで、無利子で伽'1後価が計算される。

但し、こ、では材価と労賃との関係が大きく影斡

し，林業支出が収入を上I且Iらないという仮定のもと

に成立っ。このバランスが逆転した場合は，利子率

を必要とするというより，林業経営そのものが崩壊

する。

（iii）所有林が法正林化しておらず，あるいは連

年伐採出来ない中小規模山林所有者。

林業経営のみで収入と支出のバランスを連年的に

維持することは困難で，複合経営により家計のバラ

ンスを保っている場合は，利子率を必要とせず，鵬

地的な収益は収入から投資の元金を差引いて求めら

れる。

（iv）同上

家計的バランスを保つことが困難なため林業の粥

制度資金を利用する場合で，借入金年利3分5厘で

費用後価を求める。収益は収入から元金の他に利‘U，

も差引いて求める。このケースが林業経営では多い

タイプである。

（V）余剰労力

零細所有で余った労力を利用する場合で，自らの

労賃さえ無視することも可能であり，元金は苗木代

程度である。

以上5つのタイプは必ずしも適当な分類ではない

かも知れないが，各タイプの中間的な物を含めると

様々なタイプに分けられる。こ、で，余剰労Jとい

う特殊例を除くと他のタイプは苗木代・~ド刈鋭の投

資元金は共通しており，利子率のみが異なった価と

なる。

以上のことから外的な市場性を肺的な断面として

固定すると，林業経営概念別の収益は利子率によっ

て大きく異なったものとなる。

そこで，本プログラムでは市場性を或る地域，或

る時系での素材価格を入力して求めるようにしてい

る。

収益の表示方法としては資本Inl収率・地代・立木

Ⅲi・収支差等々の方法があるが，こ、では他企業や

股作Il等と比較する目的から，生産物市場価格から

苗木代・植付伐・地捕え・下刈費・枝打費・除間伐

伐等々の保育慨用後価と伐木・造材・集連材費・固

定資産税・市場手数料・木引税等を差引いた純収益

（収支兼）を林齢で除した年収で示すことにした。

表－5は林業の収益性についての例示であるが，こ

の例を説明すると，10年時立木本数3,800本，間伐

指定相対幹距を20とし，林分の相対幹距が20以下に

なれば20になるように除間伐する。除伐とするか間

伐にするかは拙益計算によって判断する。

間伐指定期間は林齢35年までとし，それ以降は間

伐しない。下刈賃金は6,000円・伐木集連材賃金は

12,00C円・搬出距離は300m･元利率は1.035.苗木単

価は50円・面穣は1ﾉIα･地力は40年時樹高地位15m・

樹種はスギ等の条件を組合せて年収を求めたもので

ある。

これらの施業条件は表－5の上部にプリントした

が，この他の条件としてはガソリン単価・傾斜度・

市場基準価格等々多数あるが，プリントしていない。

Standyieldtakethecostvaluefromthemar‐

ketprice・Thepricechangeofthegoodorbad

ecomics・Becauseitisdifficulttoestimatea

longseriesoftheprice，theauthercannothelp

usingthepresentprice、

Standyieldchangeofthecost・Thecostchange

oftheprincipalandannualinterest・Hereusean

annualincomeoftheyielddividedbythestand

ages，Theresultwasshownintable－5．

④保育TendingCostandNumberof

Person

苗木・械付・地捕え・下刈のf?用後側と労働投下

人数を地力に応じて求める。幼齢時は毎年の労働投

下数とその人数が判れば施業計画が立て易いので，

林齢が15年までは毎年の労働投下人数と賛用をプリ

ンI､し，その後は5年毎に費用後価を求めるように
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した。表－6はその例である。

Thecostoftendingandthenumberofpersons

wasshownintable－6．

⑤地位指数ProductivityClass

地位を求める方法は年降水蚊・溌出度・起伏1,t・

斜面形・堆積様式・標高・温度・土壌型・土壌硬度・

地質等の自然立地要因を用いて基準林齢の樹商を求

める方法1．2．3．‘･sIと樹高生長曲線図や樹高生長曲線

式5．‘)を用いて，或る年時の樹商値から，その前後

の林齢の樹高を推定する方法とがあるcこ、では，

後者の樹高生長曲線式を用いることにした。

林齢と樹高が入力されると40年時樹高地位と5年

毎の樹高値が表一7のように画面に表示される。

Heightproductivityclassandgrowthinpro‐

cessoftimewasshowntheexampleintable-7．

⑥材禎volume

材積は西日本立木材禎表”の数式を用いることに

したが，ヒノキについては過大な立木材積となるこ

とから，簡便法として，修正係数0.8896を乗じた値

を材積81とした。

樹高・胸高直径・本数を入力すると，材積や胸高

断面積及び合計値が表一8のように求められる。ま

た，本項では全樹種を対象とするが，他の項ではス

ギとヒノキのみしかプログラムしていない。

Thevolumeofthetreeandforest-landwas

showntheexampleintable－8．

⑦幹曲線StemCurve

樹木の根元から梢端部までの細りの程度を数埜化

して求めた幹曲線式を用いて末口径を求める。

スギは長浜の提示した実生スギ幹曲線式，柿スギ

（ヤブクグリ除く）幹曲線式，)と筆者のヒノキ幹曲

線式8)を用いることにした。

樹種・樹高・胸高直径を入力すると表－9の例示

のように，伐根高を20cmとして，1m毎に無皮直径

を求めるようにした。地上高階別の無皮直径は採材

方法を検討したり，素材材械，立木材祇を求める時

に用いる。

Iestimatethe〔liameterofgroundheightclass・

Itwasshowntheexampleintable－9．

③枝打PruningCostandNumber

枝打の伐用と人数は技能度によって異なり，材W（

にも影粋する。県下でも枝打が盛んに行なわれてい

る八女林業地の熟練者を対象に調査分析した工程

（筆者：未発表）を用いることにした。

県下の枝打技術水準は八女郡や浮羽郡・朝倉郡．

田川祁内の一部が，4面無節や磨丸太等の鮫良材や，

2～3面無節の良材を生産する先進林業地域といえ

る。枝打技術を導入して10年にも満たない後発地域

では，上小節や死節が出ない程度のヤヤ良材を生産

している。

品質区分では鮫良材・良材・ヤヤ良材と大きく3

段階に分けられる。中には，八女郡の篤林家に見ら

れるようにl池当り1億円の膳丸太生産を目標とす

るような場合もあるが，蛾良材を超えた材衝で面禎

も狭いので，ここでは特殊例として除外する。

最近では水源対策・林地保全対策の関係から「福

岡県水源の森基金」年度（昭和54年発足）によって，

間伐と枝打面禎が飛跳的に拡大しつつある。

先進林業地は開析斜面であるから急傾斜面が多く，

加えて，標高が商いことから降雨辻が多いので1．1施

業を誤まると，養分や水分貯留機能の商い土屑が侵

食される。このような地域では地味が良いことと戦

後の食糊自給（木場作),更に電柱材需要によって池

当り800本～1,300本の疎植が行なわれていた。しか

し，食糊需給が緩和に向かう昭和25年頃から30年頃

にかけて木場作は急減し，更には当時の木材増産施

策の普及によって植付本数は多くなった。その密植

の奨励により，hα当り4,300本(スギ）までになった。

これに対して，新たな林業技術普及によって間伐と

経済効果を考えた枝打（細い径級部位までの枝打）

が行なわれた。

一方，後発地域では比較的径級の大きい部位まで

の枝打が多く，材閥的にも上小節や死節が出ない程

度であるから材への附加価値は少ないものと推察さ
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れる。しかし，かっての八女林業地の枝打技術導入

期（枝打の歴史は古いが，一般的に排及されたのは

20年前）がそうだったように伎打による付加価値概

念が収穣期に定巷することから，長い目で兇ると今

後10年を待たずに附加価値の揃い施業が行なわれる

と思われる。

理論的な枝打技術には投資負担能力と経済効果へ

の疑問から，材衝の向_上を期待する一・方で，生長壮

が少なくなる等の矛噛によって，枝打技術導入期に

は充分な枝打が行なわれないのが排通である。林分

当りの経済効果の少ない枝打でも，樹商・胸高直径

の分散が大きいことから，中には経済効果の高い枝

打をしだものも含まれ，この材質評価が次の高度な

枝打技術へと発展する傾向が八女林業地等の先進林

業地の経過からうかがえ，体験的な枝打技術の積重

ねが最も重要である。

本プログラムでは樹高地位・枝打賃金を入力する

と，最良材・良材・ヤヤ良材の場合に分けて，枝打

人数と枝打後価を時系（林齢）的にプリントされる

が表-10は最良材の例である。

Thenthetreeispruneddown，bemakeknot‐

lesstimber・Theeconomiceffectbecomesstron‐

ger，Thepruningcostandnumberisshownthe

exampleintablelO．

⑨伐木・造材・集材Felling,Bucking

andYarding

県内の搬出方法を大きく分けると人力・馬土曳・

デルピス等の小型機・架設索道中型（主索'&､､）・

索道大型（主索32,1,）の5つの方法がある。

搬出方法の選択は距離が近く，搬出通が少なく，

間伐の場合は設備を要しない方法が有利となる。逆

の場合には設備f?を要するものが有利である。

最近の傾向としては馬土曳に祷って，デルピス等

の小型搬出機が多くなるようであるが，これらの弊

･及している地域は比較的準平原状で緩やかな斜面が

多い。

一方，地力が高く林業生産力の高い開析斜面で急

斜面の多い地域では，小型搬出機の蒋及は少ないよ

うである。急傾斜地の多い八女林業地では搬出距離

が短かく，間伐材は従来からの‘喝土曳が主な搬出方

法である。

ここではデルピスの作業工程は適当な調査資料が

ないので省略し，残りの4つの方法'11について主間

伐別にコスI､と人数を求めることにした。

市場での素材催は2．3．4．6mで，中でも3

mの柱材・4mの土台角・バタ角・ダンネジが簸も

多く出材される。なお八女林業地では電柱材生産を

していた時代の影響もあって，長いま、の注文材も

出材される。

八女林業地の長材価格を短材価格に換算し，大分

県の日田，それと隣接する当県の浮羽地方の価格と

比較すると若干高いようである。この理由としては

八女林業地では製材工場と地場の工務店と深いか、

わりがあり，工務店が必要とする長さで製材加工を

するのでに無駄が少なくなるためと考えられる。製

材業者は工務店の需要に応えるために市場以外の素

材業者から長材を賀入れる。中には専属の素材業者

をか、えている製材所もあり各組織との結合が深い。

ところが，画一的な中・大径木の短材の場合は，

製品市場と深いかかわりを持つ日田・浮羽地域より

も若干安いようである。

短材に価格差が生ずる理由としては，素材から製

品販売に至るまでの資本回収期間が短かいことと，

販売量が多いことが考えられる。

このように，流通タイプによって素材長や価格が

異なることは，今後の国産材時代に向けての流通対

策を示唆していもので興味深い。なお，小径材につ

いては日田・浮羽のダンネジ材を生産する地域より

も八女林業地の足場・杭材生産地域の方が高値のよ

うである。

長材搬出については，交通安全連行の面から13m

材は夜間に限られる等の厳しい制限を受けたため

市場では長材が少なくなり短材が大半を占めるよう

になった。流通も従来の工務店との関係の他に，日

田・浮羽地方に似た傾向が多くの製材業者に見られ

るようになった。

こ、では，最も出材吐の多い4m材に造材するこ

とを仮定して，山元土場までの費用と人数を搬出方

法及び搬出条件別に求めた。

表-11は主伐時で搬出距離300mを条件として求
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めた例である。

Thecostandnumberofthefelling,buckingand

yardingisshownintablell．

⑩毎木調査から市場価格を算出

EstimatedMarketValueofTimber

Diameter

前記の林分評価の場合は，林分や材闘の予測値を

基に市場価格を予測するのに対して，ここでは，毎

木調査による材簡・形状の正確な値を基に価格を予

測するので，糖度の高い市場{ili格推定値が得られる。

入力は曲木・低質材・並材・良材・ヤクモノ材等

の本数率及び樹高・胸商直径・本数であり，表－12

はその例である。

Thetablel2istheexamplethatisestimated

marketvalueoftimberdiamate】．．

7
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3．プログラムフローprogramFlow

WZ80K

スイッチON

概惣｡Ⅲ

W割雪多｡、
毒ンキー

BASｴ0挿入

Wγ

PLAY

カセットユニ

ットON

READY

カセットスト

Iツプ

テープを巻き
も群ナ

テープを取り
はずす

「林業縄桝」
プログラムを

挿入

略~！

ろの／i、、ノ

MZ80Kのスイッチをいれる

インターフェイスのスイッ

チをいれる

プリンターのスイッチをい
れる

カセットユニットにBASｴ0

ソフトフ･ログラムを挿入

キーボードをLOADCD

の順にいれる

両面にPLAY表示があるこ

とを磁灘

カセットのフ･レイスイッ

チをいれる

テープが回りだしBASｴCを

記憶し終るとテープ・は止
る

画面にREADYの表示があ

ることを確漉してカセッ

トは自動的にSTOPする

カセットのRBWｴNDボタン

を押しテープを巻きもどす
巻きも牌しが終ったらSTO
Pを押しテープ．取り出す

「林業綿憐」フ･ログラムを
挿入する

以下テンキー挿入から取
り出しまでと同じ操作をする

①のフローチャートへ
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①① あらかじめ入力しておく
データ

RUNCRの順にキーポートﾞ

を押すまたはKEY3を押す

LiStNO

RUNCR

苗木に関する哩因の記号（
たとえばBC＄＝“ナエキタ

ンカ”とあるときBCにはナ

エキタンカを数でいれてあ

る）と蕊因の条件を記憶

楠付に関する記号.と要因の

条件を記憶

苗木データ 100－120

械付のデータ 200－250

下刈に関する記号と要因の
条件を記憶

300－315

伐木造材に関する記･号と要

因条件の記憶

500－550

集運材に関する記号･と硬閃

条件の記憶

５
０

０
５
０
５
５
０
１
６

１
５
１
６
１
７
０
０

７
７
８
８
９
９
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
６
０
６
０
５

６
７
８
８
９
９
０
０
１
１

画材‘

枝打に関する記号･と要因条
件の記憶

1700－1725

樹秤のNo．桁定と材秋記号

の拓定

2150－2205

列.F丙0

曲木本数記号の指定2300

材価の記号･と硬閃条件の記
憶

2350－2355

細りに関する記号･と要因条
件の記憶

2600－2605

②のフロチヤートヘ
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一

/~、

ツ

樹祁の

施光の

和対幹

植付本

10年時
雄後の

40年時

指定
・術定

師

教

本数

'''1伐午

樹間

り

福岡県林業試験場時報第30号

ListNo

5070

5000－5065

林分構造

下記両1mに従って入力する
[二コ印は入力の例である

相対幹距とは樹商に対する

立木の本数でList2883を参
考にする

間伐年の年は林齢のとと
40年時樹高は地力を示す樹
高地付のことである

リニ‘ﾌ゙ ﾆ‘。ウソ､､ウ（1）Jヤイツン

'リキ､､ノナカ刀ラモトメル11やココウヲツ刀喧.Iテグダ､､ツ.1..

1ツゆIリ2マリ3ホンヒロ4ツグラヒ

gｱｶ11．9↑，う執グタ令1．119トィチ

1ｺﾅjX‘う14グモトウミノ15キウう

18ﾃﾝﾐ.'巾参19ズキや

n､､3，｡やウヲ．ルテグダツ.1..二斗

5ミズキ季6ホニノズキ唖アアトズヂ．

11ヒコッニ.,12トマグやチ

16工獄､ナh､.、17畠Iハウう

Iﾘ千､､綴lナ”ﾗﾓﾄ..認‘ル1.1,賂二Jコゥヲッかﾐ.'テグダ､シ､1．．

1白刀二'向､､'ﾘE千､､ヨウ

2ｶﾆ'向､､iﾘｾｷ鍬､ヨウ

3再－4.認‘－トルェタ､､ウチ〈市市ﾘｮｳーﾐ.'ニフ電.Iﾅﾐﾉ》
43－4メートルエタ､慾ウチ〈リョウ=2－罫.篭'二』ﾑﾌﾐ.I〉
53－4〆－卜11,工夕ゅウ〈ツイリョウー斗撰‘二J三か診千〉

66メートルエタ季ウチ〈ヤヤリョウーニ'ニフ唱Iナミ.'》

76.蕊‘‐トルエタ､､ウチ〈リョウー2－ｺ.》f二,白ﾌﾐ.!》

86.蕊‘－卜11,ｴダ､､ウチ（サイリョウー4〆二・,白ゴミ.1．三か､千）

n､諺ン。争ウヲイレテダタ､､ツィ．＝

テキトウナアダ.f､ヲ．ルテクタ､､ツィ．

ｿｳﾀｲ．カンキヨムカニ』n÷‘リルキハ恩
26

ウエ'ﾘ･ｱﾎー』ズウ

4699

19ネニ.‘ﾐ.'、巾二,ズウ

3289

ﾂｲｺ､､.jｶﾆ』nゅIリネニ.，白刀二,n÷iリルキ8

35

49ﾈｺﾐﾉ､､昌J､ユコウ

15
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I｣istNo、

5070⑤
、
〃
／
ｕ

2815－28釦 林分構造の見出しをプリント

(一雨而雨~う2850

林齢をループごとに5年贈加

させる

Tの初期航はLiSt5000から5

である

林齢95年まで計算するが100

以上になると計飾を終りList
5995へ行き終りのメロディを

鴫す

5075

YES
＝〉10 5075

GO7O5995

NO
メロプイ

BREAKSHエロT
ー 一

5080GOSUB2710

指定樹禰のT年時樹高を求める2710－2745

2745

5080

RpTURN

林分構造計算ユニツトヘ

間伐本数IGを0にする

GOSUB2875

尋
2875

ITはList2995の年輪幅エJを求

める時5年ごとに解が得らるが

初期航Tは10年であるのでこ

の時はrT＝2とすればよい

2875

YF1S
T>JN

GOTO2935

上NC

,3）
I

、
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③ I｣igtNO．

2880

5年前胸高市征エMにT年次涼径D
を入れる

林齢初期航ｴSにJN＝10（Ligt
5060参考･）を入れる

10年時立木本数ｴLにT年示本数
Nを入れる

YES
2881T＝JN

５

Ｄ
Ｔ
Ｎ

一
一
一
一
一
一

Ｍ
Ｓ
Ｌ…

豊鰯＝ T年時の相対幹間距を求める2883

爺=IF､狸 T年時相対幹エHが管藻相対幹
距エPに等しければ間伐直後で
あることを示す

2883

‘等臼NO

YkjS
間伐をしない2885ｴH＞エ

GmO2935

NO

Ligt5075で加算された5年を
差引き間伐後の林齢とする
同林齢で2向ルーフ･するので
ｴMにはN5入れると5年前の直
杯となるLigt3040を参考の
こと

2890

、を参考のこと9日B2710 2890
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甲
駕
一

② LigtNo．

間伐'1''数FMをカウント2890

|IIj伐俊はスギの場合には主林

木の係数がわかっているので

これを川いるがヒノキについ

ては主Ijll林木の係数を川いる

間伐前立木本数1NにNを入れる

|M1伐後の本数Nを求める

|州伐木数IGを求める

2895

2910

③
間伐をしない時

⑮
’

’
2935－2970

壁
ｌ
⑮

5イド前立木木数rKにNを入れる
T年|i＃立木本数Nを求める

限界木数rZを求める
10年|'ギウ木木数ILが限界本数
IZより少ない肺ならF1然枯批

はありえたいのでこの時はN

＝ILとする
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⑮

ｴKN5エM

馬

編岡リil林業試験場時報第30号

I｣iEtNO。

2975－3015

3020

3025－3035

3040

断而蔵頂径エC

胸海面径、
樹商変動係数エR

鹸大頂径エD

簸小頂径Tm

最大樹高XA

般小樹高工B

相対幹卵IH

形状比エエ

年輪幅エJ

枯損本数JF
を求める

林分構造以外のメニュー

を選択した時はプリント
をジャンプする

結果の表示（表一／）

5年前の値として5年後
引継ぐ

I｣igt5080にもどる
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ｓ
剖
上
１
４
４
言
‐
１
４
『
．
ｒ
百
一
判
・
至
汽
二
．
惑
一
騨
曽

■
口
■
■
今
■
角
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

１
４
頁
一
・
１
噂
言
一
脚
一
ヲ
‐
阿
弓
．
‐
画
冒
ご
寮
‐
・
汽
一
冨
一
冨
一
４
．
４
．
ズ
ー
ズ
ー
ズ
一
弐
三
ｚ

『
・
啓
一
叩
二
勺
全
。
１
人
《
茎
。
１
上
一
秒
－
１
４
勺
。
↑
ｆ
Ｌ
１
Ｌ
４
４
○
１
４
イ
上
ｆ
Ｌ
ｆ
Ｌ
１
Ｌ
１
上
１
入
１
４
ロ
ー
ム

同
一
４
一
望
一
目
Ｂ
ｓ
寛
一
ズ
－
１
１
１
同
一
ｇ
斗
息
さ
４
脚
一
口
●
．
１
息

調
罷
認
諏
錨
調
韓
鯛
弱
謂
一
諒
調
煽
舶
駆
曾
Ｓ
２
ｇ
ｇ
罫

貢
冒
望
『
茎
や
乞
望
一
望
イ
。
人
。
１
．
１
Ｌ
１
人
４
口
エ
イ
、
４
１
４
１
４
１
４
口
●
妻
働
堂
割
一
ご
一
ど
Ｒ
一

４
．
毎
基
『
基
再
画
宮
Ｊ
一
望
冨
一
属
一
ズ
ー
ヲ
ー
ョ
ゾ
ハ
口
鋼
守
一
鍔
一

一
劃
Ｂ
ｇ
息
寸
上
斗
苛
ご
馨
亨
，
１
４
曾
『
．
．
‐
４
。
１
９
４
園
Ｂ
２
７

ｎ
ｐ
一
割
ｑ
哉
口
哉
噂
《
“
ロ
衝
ロ
“
ロ
ロ
“
。
“
“
ロ
ロ
ロ
ロ

・
画
・
・
・
一
域
１
４
．
１
一
望
再
尋
惑
４
．
再
一
偶
ご
●
ロ
ブ
’
一
置
一
ご
曾
旬
穀

亘
〕
農
一
汽
二
綴
禽
一
口
・
掌
１
４
１
ふ
Ｊ
●
４
１
エ
ー
ェ
ｆ
●
４
１
４
．
１
ょ
１
ふ
１
ょ
ｆ
４
ｏ
１
上
４
“
４
４
八
１
Ｊ

５
２
９
－
暮
曾
ｓ
ｇ
罫
曾
予
‐
４
．
４
４
画
４
ズ
ー
４
７
‐
●
４
５
再
一

貫
斗
ら
？
４
匂
烏
・
含
・
・
‐
劃
き
禽
二
な
う
‐
園
２
罫
罫
２
４
人
９
ｓ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

富
７
－
脚
一
寛
一
冨
冨
弓
‐
口
ご
卿
寛
一
ら
劃
ｆ
４
４
５
－
Ｈ
－
同
一
２
４
再
一
言
‐

１
４
．
１
上
重
量
一
望
量
一
望
一
望
罫
罫
喜
罫
４
４
４
４
５
５
５
言
５

２
弓
．
●
』
詞
甜
塑
蛎
鰐
認
４
蛎
鰯
飼
御
２
馳
瓢
贈
調
弱
閉

口
・
一
口
ロ
“
ご
ロ
ロ
。
“
ロ
“
Ｃ
Ｄ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

“
２
４
Ｊ
虐
農
弓
ｒ
－
Ｈ
一
脚
－
１
今
再
一
Ｓ
Ｂ
ｇ
ヨ
ー
今
量
寛
一
５
・
●
ロ
７
９

－
割
４
１
．
１
４
１
４
１
１
今
１
凸
重
量
一
望
２
２
２
２
ズ
ー
さ
鳶
き
き
き
き

糾
詑
別
鰯
拓
創
峨
甑
函
調
判
酌
７
溺
爾
糾
報
禰
脇
２
羽

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

圏
２
４
Ｆ
心
息
一
職
曾
園
・
１
４
罫
Ｓ
７
Ｒ
員
卿
。
１
ふ
き
４
．
５
７
ｓ
？

４
上
１
４
．
１
１
４
１
－
１
人
１
４
重
重
量
２
量
重
き
寛
一
罫
３
寛
二
曇
さ
き

、
ロ
イ
上
罰
二
直
哩
・
１
４
フ
ー

一
己
１
４
弄
巳
信
二
ｒ
フ
ー
ニ
底
直
悪
１
４
ラ
歓
旬
墓
１
４
曾
一
４
．
一
口
－
４
〆
ロ
ー
上
一
コ

向
一
趣
轡
電
皇
ｆ
デ
ー
亘
三
ご
↓
会
奇
智
１
Ｌ
一
ご
亘
理
・
園
。
ロ
・
ロ
・
ロ

ロ
。
ロ
、
・
・
ロ
。
ロ
。
・
・
危
脚
一
画
宮
４
■
八
つ
冬
「
皇
寺
曇
マ
響
劉
守
盈
守

寛
一
４
４
ｓ
ｇ
一
ら
亨
ら
寮
‐
『
・
・
，
８
ｓ
一
目
ｆ
Ｌ
Ｊ
・
上
１
４
１
４
１
４
１
上
１
上
４
口
４
１

一
望
１
４
１
４
．
１
４
ｚ
２
ズ
ー
茜
・
ら
５
３
４
口
農
ａ
５
Ｑ
員
暮
９
６

１
人
《
職
つ
↑
匿
剖
宮
〕
フ
，
寮
Ｌ
ご
愛
〕
《
ぜ
（
ご
虞
》
鋼
守
・
１
ア
巻
働
Ｒ
一
旬
塞
褒
ら
一
目
〔
皇

寺
心
“
働
璽
“
。
“
“
ロ
ロ
“
“
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
画
“
ロ

ロ
向
一
弐
一
再
一
再
一
？
７
割
割
１
二
心
↑
コ
ア
曾
卿
〕
つ
二
Ｊ
５
嵩
曇
フ
‐
曾

舞
－
１
今
１
《
４
１
４
４
１
今
１
《
１
凸
１
全
量
重
量
量
？
二
曇
き
き
さ
式
尋
舎
さ

４
，
４
．
－
．
戸
。
ｑ
ざ
２
働
苛
１
〔
ご
↑
ふ
角
〕
１
《
再
二
．
霧
↑

量
ら
↑
ｂ
－
ｂ
１
爵
上
↓
・
ご
ら
角
二
公
言
ロ
ロ
）
劇
１
《
１
《
？
一
つ
』
１
負
卿
ｑ
ざ

『
ｆ
４
皇
睡
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
。
。
“
ロ
ロ
Ｄ
Ｑ
ｏ
ｏ
ｑ
ｏ

ｐ
・
画
飼
真
鯉
載
一
量
雰
一
罫
迅
‘
ら
『
ｆ
（
ご
画
一
１
▲
領
専
今
４
，
再
ど
ら
鐸
ｂ

一
コ
フ
ー
ｇ
１
ｔ
４
１
△
１
今
４
１
４
八
１
今
１
今
１
・
↑
今
４
１
重
一
望
ラ
ー
ワ
』
２
２
重

（
靭
再
一
負
）
再
）
５
画
⑭
一
コ
－
．
９
－
．
画
夏
。
（
卿
５
向
）
再
貝
騨
５
（
卿
５

１
《
１
今
つ
貫
竺
２
て
こ
§
て
》
↓
合
４
，
４
ふ
コ
ー
コ
ヂ
ｂ
鐸
ｂ
フ
ー
プ
‐
（
菅
（
ご
ｑ
宮
ｑ
ざ

・
・
唇
載
一
貢
一

息
三
Ｕ
再
一
衝
悪
１
４
１
上
彦
型
一
ご
Ｚ
一
画
●
言
４
．
１
４
口
〕
言
一

向
一
ズ
ー
ズ
一
重
薗
薗
一
脚
一
向
二
卿
一
個
ｇ
亨
，
息
ｇ
４
４
ズ
ー
ズ
ー
ズ
ー
２
２

昇
一
毎
．
一

１
兆
４
４
舟
守

耐
冒
域
Ｒ
一
向
二
琴
ｊ
－
Ｕ
再
昌
睡
ズ
ニ
圏
陶
二
騨
一
図
一
睡
向
一
向
二
哩
阿
一
向
一
陶
一
画
一

一
・
・
》
荊
守
亘
饗
『
．
．
Ｉ
剖
守
農
二
札
一
屋
轡
宮
琴
重
・
層
一
烏
呈
●
・
Ｉ
『
．
●
１
両
轡
汽
》
ｎ
口
口
●
卓
ｑ
●
・
画
さ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
・
胸
言
・
愚
一
．
唇
農
言
・
唇
雲
・
屍
一
息
こ
ら
－
．
鱈
》
．
辱
↑
・
垣
詫
腫
・
・
辱
嵩
胃
・
門
一
・
ｂ
・
ら
ら
・
●
屍
一

］
『
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ListNo，

5100 林分評価

＠のGOSUB5000からRETURNさで同じGOSUB5000

、RETURNノ

5105T＝T＋5

Y〒瓢“ ⑫参照一

:＝〉100

から一連の計算

ら0にして次の

閃だ

った

る

される喪

ン卜が終

にそなえ

、参照

、雀⑮参照

5110GOSUB271

、RETURN

5110COSUB287

､RETURN

商≦註影ユミs はしない評価間伐後の林ク5110

GOTO5105

齢でニーズに合5114-5120林分評価の指定林

せて変更が可能

０
０
０

３
４
６

一
一
一
一
一
一

Ｔ
Ｔ
Ｔ

刃

GOTO5105

GuSUB3110 5165

しう．リント兇い'Hし

プリント

3130-3125林分評果の兄い出

RETUl《N 3125

の
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－

④ 1,istNo．

5165

、エM 3350 デイメンジョン

樹形別分散立木木数

上空エニ三L
FORJ＝1TO9

3360－3380

3390

3A（J）D＝JA（J）

JB（J）H＝JB（J）

3400－341(） 樹間分散JA（J）と胸高而径
分散JB（J）を求め、それぞ
れH・Dに入れる

B2210 3420

FG 2210－2225 樹櫛PGの選択

材祇V 2230－2265 樹穐に対応する／木当り立
木材積Vを求める

2270

JD（J)＝V

”（J)＝V・JC（J）
JG＝JG＋JE（J）

J、（J）

樹形分

材積合

3420 にVを入れる

散別の材積JE（J)を求

計工GにJロ（J）符?加筒

F,T＝0．2 3420 伐根間を0．2mとする

PORK＝1TO10 3425

GOSUB2610 3430

４
１
＋
＋
Ｔ
Ｓ
Ｆ
Ｆ

ｌ
ｌ
ｌ
－

Ｔ
Ｓ
Ｆ
Ｆ

2610 採材長FTは4mごとにする
採材丸太は元口から末、に向
って1．2．．，とする

2615－2685 樹柳に〃ふじ犬、爵九・kFPを求
"〕ろ

RETURN 2697



20

②
JF'（J,K）

GOSUB2305

FG→Mx

ｴL－MX

RETURN

GOSUB2360

末口径別の価

格指数Fi

F'1～F5

RETURN

GOSUB3430

SF]＝

Ki

RETURN

壷

福岡県林業試験場時報第30号

ListNo．

3430

3430

2305－2320

2325－2335

2345

3430

2360－2535

2540－2560

2595

3155－3162

3165－3340

3345

K番丸太末口杯JF（J，K)に
『Pを入れる

樹稗FG別の'''1り木数率を求
める

曲りの宙|j合rLは無間伐（Ip
＝0）たらMX／100

間伐の場合は柿付本数から

減少するとILは小さくなる
が0以下にならない

指定樹秤に応じた末口径の
価格指数を選定

末口祥に対応する材価別の
､’あたり価格桁数？iを求る

F1～曲り

F2～低蘭材

F3～一般材

『4～良画材

P5～優良材

施業の選択

材質別の'11現秘'1合Kiを求める
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②
／~、

暇ツ
IIistNo．

丸太の平均価絡拓数3K（J､K）
短材の価格JL（J,K）

短材をつないだ立木当り価格

JM（だだし本当り）

3435－3440(J,K）
(J,K）
Ｋ
Ｌ
Ｍ

Ｊ
Ｊ
Ｊ

uQ-＜ 末口律が3cm以下なら商取引

不能

従って、末口径JF（J､K）と

価格指数JK（J,K）を0にする

F（J,K)〈 3445

1本当り価絡JM（J）、樹形別
価格合計Jo（J）、林分当り
11丁場評価額PRを求める

(J）

(J）
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｊ
Ｊ
Ｆ

3452

FR，JO（J）価格1／1000円単
位とする

胸高而径Dと樹高H樹形中央
値を入れる

［
Ｋ
ｎ
）
、

口
忠
干
Ｊ
〔
〃

3460

(J）
H

3495RF1TURN

5165

3500－3785
表一』、表－3，表一坐を参照

3795

②
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亘
崇
雲
燕
巽
簿
華
尋
慈
雲
“
Ｃ
叩

甜
叶
甜
叶
４
斗

口
●
言
イ
・
上
一
Ｈ
一
再
一
一
ご

■
■
錨
四
○
１
上
一
知
二

円
一

『
．
．
Ｉ
一
望
や
↑
●
一
息
一
一
切
軍

１
上
１
４
句
・
↑
耐
啓
一
・
守
剣
守

「
・
・
Ｉ
今
《
ｑ
・
一
ラ
ー
ズ
ー

ズ
ー
ら
言
‐
１
４
１
土
２
７
－
凶
３
一
睡
Ｂ

ｐ
ｏ
寺
＆
ロ
ロ
「
．
●
Ｉ
一
Ｕ
口
・
毎
口
弐
一
凶
巨
型
言
－
Ｒ
量
哩

斗
雲
と
図
画
ら
冒
再
一
・
。
“
・
秀
一
口
．
↑
４
厨
三
塁

２
．
１
言
‐
園
２
１
４
．
１
－
割
一
向
一
ぐ
，
４
厘
同
二
哩
一
な
・
１
審
‐
向
一
宮
・
唇
斗

良
一
匂
言
属
一
画
・
喜
色
菖
凸

「
．
．
‐
４
脚
二
Ｈ
三
巳
再
一
１
４
５
－
割
ブ
ー
葛
５

．
ｏ
４
さ
ロ
ロ
・
「
．
●
ｉ
－
Ｕ
ｑ
，
円
一
ヲ
‐
詞
－
５
ラ
‐
４

重
言
１
４
．
４
『
●
軍
‐
弐
一
・
。
。
。
寮
‐
亘
・
ざ
ら
『
．
．
，
４

重
１
上
４
．
４
向
二
・
４
１
４
１
ユ
ラ
Ｌ
脚
－
１
一
同
員
凹
一
卿
２
１
４
４
国
４
５

５
７
Ｒ
一
７
百
２

１
４
△
４
．
百
．
１
－
ッ
９
弐
一
ｓ
寮
‐
２
５

“
ロ
ー
入
寮
一
口
ロ
ロ
４
．
一
睡
口
哉
Ｒ
一
□
ず
信
一
偶
』
Ｒ
こ
ぶ
Ｉ

ｏ
ｌ
錨
寺
１
４
ロ
ラ
一
厘
Ｖ
１
４
“
毎
口
“
尋
ユ
ー
４
つ
二
一
ｈ
章
言
Ｉ

２
．
１
重
⑭
５
．
１
１
上
再
三
卿
１
４
９
画
一
脚
量
４
４
量
目
３
言
‐

宜
蓉
弄
院
一
愛
〕
宮
〕
ｎ
口

貢
ぎ
『
基
ｑ
●
一
言
－
．
．
ｂ
争
一
口
ご
ぃ
侶
一
つ
Ｉ
（
Ｕ

“
旦
暮
１
４
ロ
ロ
ロ
ｑ
》
ｑ
・
草
属
一
・
１
４
一
割
向
一

口
●
震
弐
二
凶
・
同
一
４
－
Ｍ
一
“
“
急
茜
自
今
１
４

．
１
１
４
４
－
ｕ
ｓ
４
口
Ｌ
１
Ｌ
－
Ｕ
圃
向
一
同
一
薗
園
１
上
急
向
こ
り
量
４
．
上

甜
斗
釘
等
却
守
昼
〕
言
１

口
●
員
１
▲
宮
Ｊ
ヲ
Ｉ
一
望
フ
ー
ｑ
・
亘
一
割
宜
型
寮
Ｉ

■
■
や
二
－
４
・
・
削
守
働
さ
昼
〕
口
ざ
戸
口
宮
〕
マ
〕

７
重
園
・
や
二
今
。
。
。
４
．
ｓ
国
一
望

ｆ
Ｌ
１
Ｌ
６
画
９
１
Ｊ
Ｓ
－
Ｕ
－
Ｕ
阿
畠
哩
画
ピ
リ
ー
上
Ｓ
図
画
２
１
４

予
曾
寺
画
宴
〕
璽
暮
ヲ
ｒ

マ
響
画
客
○
１
４
“
１
上
デ
ー
宮
〕
ｎ
画
剣
斗
、
マ
響

画
ｏ
ｇ
１
４
ｏ
ｐ
再
一
負
８
再
一
弓
ｇ
Ｒ
－

－
ｂ
４
ｐ
Ｌ
－
凶
。
Ｒ
一
・
１
“
。
。
。
１
重
斗
一
哩

・
１
．
１
４
園
４
．
１
４
嵩
昌
哩
向
二
哩
遍
圃
園
。
１
マ
ご
Ｕ
－
Ｕ
１
４
ら

寺
智
寮
Ｉ
Ｒ
一
口
哉

予
Ｉ
４
ｐ
Ｌ
一
ご
↓
な
１
４
一
・
ラ
０

・
負
１
Ｌ
－
Ｕ
ｏ
ｐ
３
９
ｓ
２
罫
５
７

４
．
１
ム
。
Ｒ
二
Ｕ
“
“
“
４
４
ｓ
同
一

１
上
９
２
同
一
１
－
１
４
４
５
画
園
⑭
画
一
Ｕ
ｇ
ｆ
Ｌ
図
画
９
２

１

尋
９

５
ｓ
４
１

Ｌ
必
圃
掴
Ｑ
》
兜
％
『
●
‐

１
二
ｆ
７
〔
画
き
７
－
哩
薗
向
二
脚
《
図
画
（
卿
３
《
図
画
）
飼
二
曇
重

「
基
へ
二
ハ
ロ

ー
鍔
上

や
垂

口
舞
）
４
，
厨
〕
一
己
ｑ
ぷ
一
ロ
て
）

ズ
ー
。
１
今
。
・
画
一
脚
臼
９

４
上
８
１
《
ｇ
『
．
●
‐
ｇ
《
図
《
卿
（
凹
園
（
凹
脚
員
卿
ら
（
図
（
哩
飼
盲
ｂ
ら

４
４
弓
ｒ
我
１
歩
１
・
多
可
が
イ
向
域
内
伊
向
ダ
向
“

９
５
ケ
ケ
ケ
ヤ
．
ズ
ズ
ズ
ズ
こ

チ
・
チ
チ
チ
ヨ
ョ
ヨ
諏
一
工

■
■

目
ら
グ
向
・
一
旬
．
《
グ
グ
グ
グ
グ
ク
グ
珂
・
一
グ
９

工
工
工
工
刀
か
打
刀
刀
刀
刀
刀
イ
９

円
二
Ｚ
ズ
ズ
ズ
ズ
ヵ
ヵ
ヵ
ｎ
カ
ヵ
ヵ
ヵ
ヶ
圃

曾
７
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
ク
４
上

靴
軸
郡
訓
郡
訓
郡
軸
郡
軸
孔
祁
加
〃

■
■

匿
哩
『
ｒ

争
全
１
４
』
ざ
ロ
ゴ
ー
ゴ
ロ
弐
・
０
．
－
毎
Ｊ
一
重
獣
壷
望
・
獣
一
望
。
Ｊ
一
心
●
一
・
Ｊ
杵
Ｊ

令
執
心
い
ゅ
争
い
戦
争
争
争
争
回
内
Ｊ

ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
市
刀

Ｄ
Ｈ
Ｎ
リ
Ⅷ
１
２
て
）
４
．
１
２
３
４
１
２
３
４
－
，
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ワ
ー

耐
榔
Ｗ
Ｗ
Ｗ
諒
煎
調
煎
煎
こ

『
ｆ
ｌ

■
４
１
今

一
望
“
チ
千
．
・
子
千
・
・
千
・
《
ゴ
ー
ゴ
・
ゴ
・
ゴ
・
ゴ
エ

、
画
、
亜
亜
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
イ
帥

１
ｓ
『
．
．
‐
ら
厨
肩
ズ
ズ
ズ
ｈ
》
刀
拘
蓉
ｈ
》
刀
刀
ｎ
ｈ
基
″
刀
句
．
、
同
一

ヌ
ー
巳
ダ
ダ
勺
．
タ
勺
．
勺
↑
勺
．
勺
一
勺
．
勺
．
勺
一
勺
↑
勺
害
勺
》
勺
．
グ
ー
今

■
■

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
ル
ル
出
川
鵬
ル
Ⅲ
Ⅲ
ル
ル
ル
他
力
〆

罫
１
《
ワ
．
マ
コ
．
罰
●
・
罰
．
、
卸
．
．
。
．
マ
卸
．
、
司
・
・
可
司
．
．
。
．
つ
、
罰
．
、
刀
・
イ

『
今
勺
。
↑
－
０
苛
画
０
ゴ
ロ
’
一
一
０
。
一
一
０
．
一
二
０
．
－
－
０
．
－
了
一
・
，
●
一
一
’
●
一
・
０
．
一
一
０
．
一
。
０
・
一
画
０
一
一
，
●
一
一
０
．
一
・
可
設

。
“
．
・
誰
．
．
”
．
《
．
．
《
．
。
》
・
戦
へ
．
争
争
争
争
参
戦
・
“
・
口
何
ゴ

．
、
．
．
Ⅱ
．
ｎ
．
●
川
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
．
、
．
、
、
、
巾
ｈ
亜

Ｎ
”
１
多
量
秀
一
４
，
－
．
４
１
勺
●
二
札
－
４
ム
コ
ー
今
う
こ
Ｑ
４
０
－
ｐ
ｌ
ｈ
《

ｎ
』
Ｈ
Ｎ
”
川
彩
Ｕ
、

Ｒ
一
４
．
『
・
・
１
．
．
回

『
。
。
ｌ
』
饗
〕
口
響
１
４
「
「
一

“
到
守
一
例
言
・
巳
宮
裂
口
・
一
命
ロ
戸
口
４
４

４
。
ズ
ー
・
画
一
図
“
“
。
同
一
５
同
旨
Ｈ
一

寸
人
口
．
《
４
－
脚
一
弐
一
４
４
３
陶
冒
Ｕ
一
Ｍ
一
画
向
三
凶
一
Ｕ
一
脚
一
ｓ
口
．
．
画
一
脚
一
図
画
・
二
心

１
４
一
八
一
１
４

巨
〕

ｑ
・
今
ワ
ー
『
．
．
’
。
●
』
口
．
》
。
１
入
１
０
－

巨
〕

。
。
ｑ
ざ
１
４
。
ｑ
●
一
ｑ
、
ｑ
ざ
ｑ
●
－
４
．
ワ
舎
当
壷

画
淵
二
ソ
苦
望
・
一
望
ズ
ー
ロ
“
寡
詞
．
晦
弐
一
ズ
ニ
判
．
一

・
１
１
Ｌ
１
Ｌ
Ｒ
－
２
ィ
・
Ｌ
Ｂ
－
図
画
一
同
一
国
一
脚
一
向
一
同
二
Ｕ
ｏ
１
↓
・
ロ
ー
凶
一
脚
一
同
－
２
畳

５
－
ｂ
再
一
口
・
一
Ｒ
－

ｇ
ｇ
２
口
．
．
虞
一
目
亨
‐
一
凶

。
。
ｆ
上
ら
”
４
ｑ
・
《
Ｒ
一
一
図
秀
一
酉
７

－
．
ロ
ー
Ｕ
同
一
。
・
１
４
。
“
”
２
Ｚ
５
－
脚
－

．
１
１
４
『
．
．
‐
一
Ｕ
Ｂ
４
●
＆
・
・
ｂ
阿
亘
Ｕ
一
脚
一
国
一
Ｍ
一
同
三
脚
二
Ｕ
１
Ｌ
３
厨
二
凹
圃
１
今
・
１
４

４
．
－
Ｈ
一
２
４
ｇ
ズ
ー

同
一
口
●
一
一
脚
一
口
『
．
●
Ｉ
秀
一
予
告
・
ロ
『
Ｕ
デ
ー

４
斗
一
判
》

ｐ
ｐ
ｑ
・
今
ヌ
ー
心
土
“
ロ
ｑ
・
曇
一
例
一
ｑ
・
一
ｑ
・
』
『
今
一
目
『
ｒ
１
４
ズ
ー

ズ
ー
剖
号
〆
巳
・
ｆ
Ｌ
『
綴
’
一
口
ロ
“
。
。
一
己
甜
叶
『
．
●
Ｉ
『
●
ｒ
『
診
●
Ｉ

２
４
４
弐
一
岡
一
ｆ
Ｊ
１
４
４
Ｌ
ら
一
例
一
画
’
１
－
哩
図
向
一
画
２
１
４
貢
二
脚
二
Ｕ
４
４
八

一
，
垣
４
上
４
４
ズ
ー
ズ
ミ
・
ｒ

ｑ
』
↑
ぬ
割
認
官
噌
掴
一
ゾ
洋
口
９
曾
一
Ｈ
一
２
２
２
６
ｓ

１
４
ラ
曾
画
〕
胃
一
口
・
軍
。
●
口

角
四
一
．
４
甜
守
■
ブ
ー
ご
型
１
人
■
。
・
ロ

ワ
昔
脚
－
１
上

訴
一
弐
一

２
１
人
２
画
５
１
上
・
１
罫
一
脚
二
脚
－
４
●
八
一
脚
一
同
昌
哩
一
脚
－
２
１
４
１
４
－
脚
一
向
一
弐
一
ｓ

１
上
ら
『
．
．
‐
弐
一
斗
再
一

１
４
『
会
一
ご
貢
三
・
ｂ
秀
一
列
叶
一
ご
く
上

。
。
一
判
●
一
再
一
。
。
。
《
・
上
同
一
画
．
．
口
●
．

Ｓ
・
ら
４
．
６
曾
再
一
．
。
。
。

２
４
人
２
－
脚
一
口
．
．
Ｊ
Ｌ
４
１
ｑ
・
昌
脚
一
哩
’
八
一
脚
一
目
園

『
●
．
‐
寛
一
５
『
．
．
‐
一
Ｈ
一
・
ｂ
Ｒ
－

ｏ
１
４
「
．
●
Ｉ
一
Ｈ
一
再
一
ご
型
弐
一
・
１
上
頁
二
割
・
曇
４
．
－
Ｈ
一
ｑ
堂
Ｈ
－
Ｒ
－
。
ｈ
一
苧
Ｉ

ｐ
ｐ
ｑ
－
４
．
“
ロ
ロ
ロ
ー
上
一
例
二
ヅ
ー
ヲ
ー
暮
口
・
邑
望
。
１
４
１
４
プ
ー
雪
・
偏
一

７
７
２
。
重
・
１
７
一
望
。
。
。
．
。
量
農
－
２
ヌ
ー
２
－
脚
一

２
４
４
１
４
－
脚
三
．
層
２
１
４
．
１
４
．
－
Ｕ
・
１
５
画
一
脚
－
５
４
２
．
１
４
．
４
－
脚
－
９
．
１

４
斗
‐
－
９
－
０
－
一
ｍ
。
。
』

一
脚
ｑ
●
一
・
１
上
一
脚
一
字
ご

■
■
巨
利
》
一
も
型
一
剖
斗
．
『
ず
１

『
ん
－
４
号
↓
拘
一
ロ
－
．
口
一
斗
．８口

一
望
、
１
人
１
八
一
脚
－
４
．
・
・
ｈ
一

一
Ｈ
一
再
一
４
．
再
二
コ
一
ぢ
１
４

↓
な
４
．
一
望
４
入
一
Ｊ
－
ｚ
Ｒ
－
ｏ
１
上
一
Ｈ
言
望
ｑ
●
－
１
４
再
一
ズ
ー
ロ
●
車
・
信
一

。
“
『
．
．
‐
。
。
・
・
・
一
脚
一
向
一
口
・
↑
口
．
．
向
一
再
一
『
．
●
‐
４
貢
一
斗

●
１
－
脚
一
再
一
“
・
ｌ
Ｒ
－
１
４
ら
一
脚
一
・
・
・
“
・
１
－
脚
一
貢
－
２
秀
一
『
．
．
‐

寛
一
量
斗
同
一
罫
２
２
．
１
．
１
－
脚
一
・
１
１
人
一
脚
一
向
一
ｇ
Ｂ
４
２
Ｂ
－
Ｈ
－
１
４
５

４
．
４
．
４
一
判
・
雪
韓
ト
ー

２
１
口
●
二
割
．
．
斗
冨
４
『
●
．
‐
迩
諏
砿
５
「
銀
‐
２
『
．
．
‐

“
ロ
亘
理
ロ
。
”
ロ
ズ
ー
向
亘
同
一
口
●
．
ｑ
●
一
再
一
寸
上
Ｒ
三
里
・
・
ｂ
『
●
・
Ｉ

ｑ
●
二
割
厘
・
１
今
秀
一
画
．
．
４
画
。
・
・
・
１
今
再
一
「
・
曇
‐
２
Ｂ
４

２
４
●
４
『
．
．
‐
同
一
４
２
１
上
１
上
７
－
脚
－
４
．
ふ
ぐ
．
上
Ｒ
一
向
一
目
５
ズ
ー
４
口
４
４
向
－
．
１
『
韻
‐

認
黒
顎
葵
器
顎
燕
ｓ
時
汎
叩
腸
型
ロ
、
刈
卜
〃

巨
型
『
。
．
Ｉ
４
斗
『
。
ｒ

毎
ニ
ラ
一
一
叩
茎
ｑ
・
辱
尋
串
口

再
三
脚
－
４
斗
？
』
巨
型

ｎ
口
一
・
Ｊ
一
望
デ
ー
一
例
一
価
騨
再
．
ｈ
－
４
１

い
い
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４
．
「
・
・
Ｉ
。
●
回
一
望
胃
二
・
●
Ｉ
再
一
。
●
ロ

ヲ
ー
ロ
●
一
４
．
ｏ
鋼
寺
ア
ー
１
４
一
ぜ
。
１
一
ご
ｑ
》
Ｒ
一
１
４
「
ｆ

・
・
ら
信
一
。
１
・
口
・
皇
一
例
二
Ｕ
ｑ
・
呈
到
・
曇
４
『
．
●
‐
５
４
ア
ダ
』

ｑ
●
二
判
・
一
口
．
｝
・
草
４
．
－
卿
５
。
・
・
画
。
４
５
国
寛
一
１
上
４

重
１
兆
重
ｇ
１
－
２
２
１
Ｌ
ｓ
－
凶
画
一
卿
４
●
４
１
４
向
一
画
ｇ
－
Ｕ
園
冒
罫
量
ら
厨
己
哩
一
脚
－
１
ょ
一
ｊ

－
Ｈ
－
４
フ
ー
巴
ｑ
言
１
４

ｓ
ｆ
八
一
Ｈ
－
４
４
４
４
胃
－
３
ｓ
目
５
４
口
４
５
７
ｑ
一

ｏ
ｃ
Ｂ
４
ｏ
・
“
画
一
Ｕ
蓉
爵
ｇ
ｇ
再
一
息
ｇ
巴
ｑ
・
雪
７

雲
・
巳
一
Ｈ
三
凶
・
ア
。
１
『
．
．
‐
２
画
厘
。
。
重
Ｂ
２
ｑ
・
一
蚕
ら

２
１
－
２
向
一
国
・
曇
２
１
八
・
１
ｓ
園
一
脚
二
脚
“
１
－
哩
一
卿
同
三
脚
一
脚
二
卿
４
２
．
１
‐
・
上
一
週
同
旨
哩
一
ご
△
１

勺
．
↑
一
●
ｂ

評
西
垣

Ｒ
二
打
一
５
〔
ご
寺
‐
５
ｊ
１
《
＆

・
・
４
‐
さ
・
・
童
一
図
ｑ
●
．
９
２
属
二
画
・
ｂ
ｑ
，

４
．
・
ｂ
－
Ｕ
、
７
９
４
，
。
．
．
。
２
９
－
Ｈ
一
７
９

２
１
《
４
上
同
三
舎
４
１
．
１
口
●
負
極
一
Ｕ
－
Ｕ
Ｂ
４
４
伺
頁
Ｕ
－
Ｕ
向
）
向
二
哩
罫
‐
１
．
．
唇
〔
Ｕ
－
Ｕ
一
脚
一
脚
一
コ
一
口

雲
良
三
誤
り
戸
ｂ
一
口
↓
心

１
△
４
‐
再
一
勺
・
↑
１
《
４
，
９
ら
ヲ
‐
ｑ
ざ

．
。
２
・
一
ら
Ｒ
一
目
８
４
，
ｑ
君
・
巳
８
重

ｊ
Ｊ
４
‐
ら
。
Ｊ
：
ｂ
２
。
．
。
“
冨
・
１
４
，
っ
‐
４
１

重
４
４
５
－
Ｕ
１
今
４
１
１
今
日
一
脚
一
向
一
酌
頁
ｕ
１
今
日
一
卿
（
脚
阿
二
Ｍ
亘
凹
量
。
八
一
叩
．
●
負
凹
一
凶
（
図
（
凶
↓
Ｊ
量

４
０
７
－
ご
２

３
ゞ
ら
・
ら
・
ら
６
１
凸
【
。
一
ソ

。
．
１
－
・
ｂ
ｏ
ｄ
Ｌ
９
．
口
．
．
フ
ー
４
，
『
。

ｇ
一
望
４
，
．
．
３
．
．
．
．
再
一
ら
２
・
・
巳

’
八
４
１
弐
一
５
頁
－
１
《
曾
一
Ｕ
《
Ｕ
一
Ｍ
二
脚
一
向
二
Ｕ
Ｒ
三
脚
貝
凹
（
凹
同
昌
卿
１
《
一
・
口
一
脚
二
Ｕ
－
Ｕ
（
Ｕ
《
Ｕ
２
７

ご
Ｊ
１
＆

４
－
Ｈ
一
イ
・
イ
イ
・
イ
イ
・
イ
イ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
：
ワ
ウ

■
■

勺
．
勺
．
勺
．
ケ
ャ
．
ケ
ケ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ン

弓
冒
固
・
チ
チ
・
子
．
チ
チ
千
．
千
．
副
一
訂
一
即
一
却
一
ヨ
ヨ
・
ゴ
エ

ー
１

グ
グ
グ
グ
グ
タ
河
．
．
何
．
．
グ
ク
グ
グ
ク
河
・
一
グ
グ
ク
グ
グ
グ
グ
８

工
工
工
工
工
工
工
ｎ
打
ｎ
ヵ
打
打
力
ｎ
打
、
打
力
ｎ
ｈ
．
イ
９

３
４
更
買
ズ
ズ
ズ
ズ
ズ
ヵ
ヵ
刀
ｎ
ヵ
打
刀
刀
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ケ
．
園

９
４
Ｊ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
ダ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
ー
４

ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
川
Ⅲ
ル
ル
Ⅲ
ル
ル
ル
ル
カ
〆

■
■

４
口
．
’
軍
．
可
軍
．
マ
ブ
．
ブ
．
マ
マ
マ
コ
．
マ
マ
マ
マ
司
・
・
京
．
マ
軍
．
マ
マ
軍
．
刀
イ

甜
斗
・
つ
冬
再
０
・
一
。
’
●
一
・
Ｊ
一
望
画
弐
毎
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④ 林業の収益件LユstNo．

⑪参照5200

JZは他のメニューと区別5200

③参照5200

柿付賃金W1，下刈賃金W2，

伐木造材賃金W3，繋運材

賃金W4，枝打賃金W5、搬

出師離cB、利子･率Pを入力

5205２
５
Ｗ
Ｗ
Ｐ

３
Ｂ
Ｗ
Ｃ

１
４
Ｃ

Ｗ
Ｗ
Ａ

r両前諏而フ

唇研
表－5参照

②

5年ごとに処珂5225

T＝〉10

NO

ず后L享需 終了の合同

零”



26 福岡ﾘ,L林業試験場時報第30号

③

5230 、参照

RF]TURN

GOSUB2875 5230 ⑫参照

RETURN

GOSUB3350 5230 ②⑳②参照
RETURN

GOSUB130 5235 、参照

RETURN

GOSUB260 5235 ⑫参照

RETURN

GOSUB320 5235 、参照

RETURN

5240 保育費KP，保育人数KQ

GOSUB1785 5245 ⑭参照

REmRN

BOWO 枝打費B0，人数W0

G0SUB560 5255 ⑫参照

R画TURN

②
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⑮参照5255

③参照GOSUB815 52‘55
－－

RgTURN

⑮参照5255

③参照5255

③参照5255

KMKKKR

KSKTKU

5255－5262 伐木造制柴運材人数KM，

費用KK，市場手激料KR，

定宿:算税KS，木引税KT，
KU＝KR＋KS＋KT

同
固

（次に間伐についも同様な
計算を行う）

、④②参照5265

②参照5267
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GOSUB870

RETURN

B980

RETURN

GOSUB1065

RETURN

GOSUB1600

RETURN

KOWOKV

KNKV－．B、

KNKyKW

司一
題
OTO5225

福岡県林業試験場時報鮒3(）号

5267

5267

5267

5267

5267

5267

5272

5277

⑬参照（ただし93は主伐
の場合であり、間伐の時と
は異なり、LigtNo･が異っ
ていることに注意）

②参照（同上）

⑮参照（同上）

⑮参照（同｣二）

⑳参照〈同上）

間伐喪KV，人数WO、伐木柴
材溌KO，（JZは材秋、20000
トラック郷搬饗／台）

間伐か除伐かの右禾|j件を判
断

間伐収.袖後価KN，除間伐群
一○

用後佃1KV，抽柿KW

表－5参照
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ListNo、

5300甲
／、

J1ノ
保青溌とその人数

5310－5380 40年時樹高地位H4、植付木数
NP、苗木単価AC，複利率P,下

刈賃金W2を入力する

壷
5390

410－430 見い附し、条件のう．リント

460 林齢を1年加算

あ
④
廻
匡

〆、
凶2ノ

460

130 苗木後価BA計筒

RETURN 130

GOSUB260 460

BBWB 260－270 植付後価BB，楠付人数WBの計算

R、'URN 270

GOSUB320 460

AJ 32()－330 第／年日の下刈人数AJの計算、
AJは傾斜Ar、技能度AD，石れき
最Am、械付本数NP，樹高地位H4
の条件によって定主る

④

H4P

NPW1

ACW2

T＝T＋1



福島：林業経営のシステムプログラム 31

〆、
u3ノ I｣istNo．

デイメンジヲン335

FORAI｣＝1TO15 340

AKA1， 館1年日下刈AJを1とした時

のALｲF時の此数AK（AI』）

345－350

垂＞
YF)S

館1年'1は地ごしらえ分を

2追加し比数を3とする

355

耐-t而司Wo

冬＞
YES

第2日は比数を1．4とする360

AKAL)－1.lNc

麺＞
T<ALならAK（A1,）＝0YES

AK（AL)＝0

NO

|AMwc 下刈人数AM下刈累積人数WC37J－380

下刈を4必要としない15年時の

下刈後価BCに、午後の複利を

飛じたBC

⑦ハノ河、
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④

RETURN

GOTO5995

メロテイ

REAKSHエFwp

I'istNo．

470－480

480

485

495

5395

表－6参照

林齢15年を過ぎると下刈の

必避けなくたるので、5年

ごとに表示する

林齢95年主で操り返す

終了の合図
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〆、
唖ソ 畝木材〃i

パーク参照

I』igtNo．

5500－5505児い''1し

ン．リント

樹filiの腿.沢FG 5510

紡果の兇い''1しう・リント5510－5520ｰ項’1

プリント

樹高Hの入力H

5525
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＝999

NO

胸商滴径、、木数Nを入力5535－5540

０
０
０

’
一
一
一
一
一

Ｈ
Ｄ
Ｎ

YES

NO

B2210

柑定樹利iの立木材蕨を求める2210－2270

胸商商拝合計LP

胸高断面萩合計

材硫合計Lﾛ、

樹海直杯LH，
LT

5560－5562I‘FLH

LT

同
Ｇ
Ｌ
Ｌ

5565－5570
趣果表示
一▲一一

表－8

O甲05525 5575

表－8

BR同AKSHIF,T
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細り

下表の両面コピー参照
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チミ.'､､ヨウコウムヒ･丁・1..
胸南而径、入力

XﾁIf丸太指示 ●
千
・
・
千
・
・
千
・
・
千
．
・
千
．
・
千
・
・
千
・
・
千
．
・
千
．
・
千
．
・
千
・
・
千
・
・
千
．

。
Ｊ
一
・
’
●
一
国
０
．
一
・
Ｊ
。
‐
●
一
・
ユ
・
Ｊ
ｃ
０
●
一
・
０
．
一
・
・
一
口
０
．
口
二
Ｊ
・
望

曇
萄
酔
」
一
昨
」
↑
酢
』
曇
面
醇
」
曇
毎
肝
』
揖
昨
』
伯
昨
』
・
詞
鵬
」
・
萄
酔
」
↑
肝
）
・
嶺
酔
』
合
一
肝
）
曇
柄
鵬
』

４
吋
ズ
ニ
舎
甜
守
口
ｂ
『
・
ｒ
Ｒ
－
ｎ
Ｄ
。
ｂ
到
叶
Ｑ
・
卓
や
一
一
な

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

一
ど
「
ず
Ｉ
ｐ
ｂ
－
ａ
４
，
寛
一
輔
学
１
入
《
Ｕ
ｑ
．
，
亨
－
．
．
口
４
，

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１

０
１
０
０

Ｉ
１
１
１

Ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｂ
ト
ト
ト
ト

ー
１
１
１
１
１
‐
１
１

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
一
一
一
一

０
８
０
９

－
一
一
一
一
一
一
一
一
叩
ｏ
“
酌
■
”
い
”
い
》

●
●
●
●

’
誌
．
，
認
．
〆
〆
０
認
．
‐
認
．
０
託
．
‐
ｘ
・
〆
う
↑
ラ
ー
や
↑
ワ
一

つ
．
↑
ワ
告
ｚ
ワ
差
ｚ
－
ｚ
－
ｚ
ヘ
ニ
ワ
ー
ロ
ロ
ロ
ｏ

０
ａ
Ｄ
ｐ
ｏ
“
ロ
ロ
・
危
凶
１
４
ワ
ー
『
ｊ

ｆ
Ｌ
２
式
－
４
５
－
．
℃
？
｝
ご
ｑ
●
今
１
Ｌ
１
上
１
４
４
．
４

jlh」皇商F'T付|〃の

末口係FPを求め
る

ホソリ

ミ.'､､ユコウ12チヨリケ･1’15

チミ.'ゅヨウコウムヒ･丁ｲ．．

．
『
丁
．
千
・
・
千
・
・
千
・
・
千
・
。
『
ナ
．
千
・
・
千
・
・
千
・
・
千
・

・
型
－
０
・
一
。
望
幸
，
●
一
句
●
一
一
ｎ
．
一
一
Ｊ
●
Ｊ
一
０
．
一
・
、
ロ
ー

セ
セ
セ
ヤ
ー
セ
セ
セ
セ
セ
セ

1．2ぷ，－トル13．8
2．2メートル12．s
3．2．㎡－卜11，11．9

斗。2〆'一トル11

5．2メートル1画．2

6．2〆‘－トルヲ･罫

7．2〆－卜11，8．3

8．2メートル7．重
9．2〆'一卜Ib5．7

19．2．㎡－卜11，4



38

／、
岨ソ

B173r

④、

柵|M1%↓林業試験場時報第30号

ListNo、

5700

5700

5710－5740

5790

1730

1735－1770

1775

5790

195()－1965

枝打翻と人数

樹商地位H4，械付木数Np
枝打伐金W5を入力

兇いH1し～INPUTまでの両
面コピー

工母やウチヒトニンズ.．､ウ

ﾃ千トウナアダイヲ・ルテグタ､､サイ

49ネン員.i電J戦ユコウ

15

ウェ'ﾘケホニノズウ

4889

エダウチチニ'千．二J

12995

，.コリリ'リ

1．935

樹同地付H4に応じた林齢RH
時の樹商ELを求める

樹i耐、階別の林齢Enをきめ
る

表一’0参照
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④
｜

’

／、

岨4ノ

1970－1975 林齢Tの初期航を()とすみ
Tに1午を加算

I

GOSUB1785 1975

1785－1790
jlh-l:から1．5m注での枝打人
人数nJ

何様に2．5m－EK､3．5m-EL
4．5，－冊M5．5，－脚N

6．5m－EO

このllf、立木本激も成j量に
逆比例して減少しているこ
とに注意

枝打|川隔ごとの人散、EOは
5．5～6．5，校打に‘腿する人
数、・・・EJは0～1．5m枝
打に笈する人数

,伎打ilIl隔別の後1111i汁紳．
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材町別・枝打j造別人数

色

T＝0

T=＝T･＋1

WOWエWL3．5

WGWJWM4、5

WHWKWN6、5

最良

良 蓋
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k函ノ

T－T＋

3【rr【】1t

】Ⅸ】Z【】1【

－頁~材

'や良材

元]三一 ’

BREAKsI江FT

稲岡リ'↓林業試験場時報第30号

LjigtNo．

1920－1930

1945

1980

1985

1985

1990

2010－2115

各コストを／000円単位に

表-10参照（ただし最良材）

20年が過ぎたら5年ごと

良材、やや良材についても
84～86玄での処顕をする
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IjiStNo．

③
伐木虻迩材

’
5800－5810

樹商H，胸商Iii作D、而秋A

伐木Xf材価金W3、柴運材伐
分W4、柴材師離CB，主間伐

の別を入力

（兇い'|’しからINPUT主で
のl由i而）

5820－5870

M〉３
Ｋ

Ｄ
Ｗ
ＬＢ

Ｈ
Ａ
Ｃ

ミノョウツ争・化トニンズ､聡ウ

テキトウナアタイヲ．1．.レテグダ灸ツイ
畠ﾉふユコウ

15

チヨク･丁.1．．

28

ﾎンズウ

2390

メンセキ

1

1下,リソ､､ウチンキ､､二’
12999

ヨュウツ､､､イチンキ､..二.’

12098

ハンシュ‘ﾘキヨリ

398

ジュ,1,,iリー1，二'ITIﾘー 2ヲルル？
1

、 5880

5890

1305

ﾌﾟリント1100－1150
項日

1160



④
I

GOSUB560

BDWD

匝麺

金③

皇
CPCQCR
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IjigtNo．

1305

560－580

595

1305

715－720

725－735

740

(伐木迭材）

伐木酷材溌B､、人数W､を求
める

(人ﾉ可搬出）

人肩搬出本数0P（n／人）
人洞拠出費CR，人ルイ搬出

人数CQを求めZ

搬出版離50m以上では入府に
による搬出はしない（ただし
主伐）

樹商11m以下の主伐はない
樹商21,以－kでは入府による
搬州は不可能
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LiStNo．

1305 (馬による搬州）

1305

815－840 馬搬什i瀞CV，搬出馬頭数

CW，木寄せ人数cX，馬道
作設費cY

845

④

(索道小刷搬IH）

GOSUB920

同
Ｈ
Ｊ

Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｇ
工
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｄ

920－945 搬出謡DF，搬出人数DG，架
設費DH，搬I廿円数、I，搬出

回数”（R）、搬IH本数DK（
R）

945
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~、

96 ListNo． (索道大ﾉ1,11搬出

GOSUB1020

1020－1040 ⑮と同

1310－1380 搬出方法別
(表－11）

1400－1440

結果の表示 1450

RETURN

BREAKSHエFT
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⑮ LigtNo． 毎木凋存からの評価

両1m5900－5910

5915－5925 指定樹称PG，’''1りL1、低
衡材I｣2，柿材L3、良質材
L4、ヤクモノL5

廷泣 5930

5935－5936 表－12参照

樹商H入力

戯
5945－5950 胸商1頁径D、本数N入力

伽
Ｕ

ﾂ､､．、，lヒョゥテイ

テ千トウナアタ･1．.ヲ．ルテグタ､､ツイ

1ツゅIｿ量マIリ3ホンヒ｡4ツグラヒ5ミズキ･･、6ホン罵千､、
ｱｱﾄズｷ､、8ｱ加､、9トブグク､､リ15ﾄｲﾁ11ﾋｺﾂﾆﾉ
12わﾏｸﾁ1コナ刀ムラ14グモトウシ15キウう
16エタ､､ナ刀､、1アジハ､､ウラ18ﾃﾆﾉｼﾎ､“19ズキ､、
シぃユシユ
19

⑬

マがリツい､1'=29
テイ．う'ﾘlツ､､ｨ．=2回
ナミツ､､イ．．＝2国
リヨウヅ｡､ｲ．.＝25

ｺｳﾋヱﾉIﾘ<ヤクモノツ､､イ>＝29

っ
↑
匡
型
画

１
１
８
ヲ
２
ｑ
，

二
二
９
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ー
フ

コ
ケ
ウ
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ュ
ク
ズ
リ

ヂ
粕
輯
和

４
，
『
ｒ
同
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１
△
１
△
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９
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一
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二
二
ｑ
ご

向
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ー
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コ
ケ
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ウ
ナ

ュ
グ
ズ
リ

小
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ゴ
ェ
ヂ
小
↓
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８
斗
１
２
９
９
５
９

二
二
９

ウ
イ
ニ
ー
フ

コ
ケ
ウ
ナ

ュ
ク
ズ
リ

ヂ
造
秘
和
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5955

2610－2697

5960

5965

5970

採材長FTは4，毎

番丸太指示

とする、PS

末口径FPを求める

④を参照

表－12参照
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CP車＝11ヒトニヨ11,ハニ.,ﾐ.'1‘リヒ(ﾐ.'1，1,,1ﾘ〉I'：RE卜1715

C口車＝!'上}､ニヨ11,ﾊﾆ.,ﾐ.'1'ﾘﾆﾆ,ズふウI'：CR車＝〃11ﾝﾐﾉｭIﾘﾎﾆ.‘ズウ〈ニチ／ﾆﾆ.,＞11：GOT[I75B
CR＝〈19B－7．17＊H－<2.B3さ－．9918*H〉＊CB）＊（、87＋、85戎7,．*RTN〈、16＊(RF－39〉”
EF,＝hI4＊N/CR8CP＝INT<CP〃15画臼）:CQ＝INT(N/CR＊10＞鍛・･'198CR＝11．ｨT(CR＊1回)／1⑭
IFCB>5BTHENCP=臼8C日＝8gCR=臼

IFH〈11THENCP=98Cロー日:CR=8

1FH>21THENCP=9：CQ=B8CR=9

RETURN

RBホー'，II

CS$＝11ﾋﾄﾆﾖﾙﾊﾆ,ﾐj1Iリヒ<刀ンn､､ﾘI〉i08REN76B

CT$＝''ﾋﾄﾆﾖﾙﾊﾆ,シュ'ﾘﾆﾝ貢､､ウ''8Cu車＝1111ﾝｼ11ﾘﾎﾆ,ズウ〈ニチ嫁･'二,）II860TD8gB

CU＝〈19s－9．21＊H－〈1．717－．548*H>＊CB)＊（、87＋､85/:"･*RTN〈、16＊〈RF-ごg〉））
CS=M4*N/､CU8CS＝INT(Cs/18回9〉：CT＝INT(N/CU＊15〕／198CU＝INT(CU＊19),･'18
1FCB＞S8THENCS=臼gCT=B8CU=9

1FH<BTHENCS=g8CT=58CLI=g

IFH＞15THENCS=G8ET=9:CU=B
RETURN

RB*＝10！‘

CU掌＝川ｳﾏﾆﾖﾙﾊﾆ‘シュ'リヒ(ﾐJ111.0ﾘ〉Ol8REil815

CU隼＝'0i､IﾝｼﾕIリウマトウズウ’18CX$＝“千ﾖｾﾆﾝズ．ウ10：CV$＝'1ウマミチ,Iツクセ‘リヒ叩：6口TO8印
CY＝1．35*CB＊〈．9875＊114＋･GB31＊CR>＋CC+CD＋CE

Clj=N／（（8．5／〈．13＊(H－3）〉↑2-.4）＊（17＊1．曲13↑一（1．35*CB＋CF）））gChl＝INT<CM＊19)／19
CZ＝198－7．17*H一<2.833-.6918*H>＊（6－16式7，．*RTN〈、625＊〈H－18．5＞〉）
CZ=CZ＊〈、87＋，85/射*RTN〈、16＊(RF－39））〉：CX=N/CZ81FCZ＜gTHENCZ=B：CX=B
CU=CV+CM*CR＋CX*M4：CU＝INT(CU／1968〉81FCu＜1THENCU=臼：CkI=6
CX＝INT(CX＊1日）／188CV＝INT（CV／189回＞
RETURN

RB*＝0’11

DR$＝"ｳﾏﾆﾖﾙ,1ンシュ‘リヒ<ｶﾆﾉﾊ゙’ﾘ）‘O8REI1878

DB$＝''11ﾝｼｭ‘ﾘﾄｳズｳ01：DC*＝'1千ﾖｾﾆﾆﾉズ､､ウ“：GOTO985
GOSUB8158DE＝198－9．21＊H－〈1．717－．948*H>＊<8．25－23．5戎句,．*RTN〈、5＊(H－18．5＞）〉
DE=DE＊〈．78＋，85残,f*RTN〈．16＊<RF-3g＞））：DC=N/DE8IFDE<GTHENDE=98DC=9
DC＝INT<DC＊19>／188DB=CU8DR＝INT（（CV+DB*CR+DC*lj4)／1098〉81FDB〈1THENCIR=88DB＝g
RETLIRN

R B車＝”’0

DF*＝‘'ツ外やウ(チュウ)ニヨル11ﾝｼ11リヒ<シ111.‘ﾘ〉I1gREN926

DG＄＝いンシュ'ﾘﾆ急･ズ争ウIl8DH$＝伽カセ'リヒ1'8，1＄＝Ill1ﾆﾉｼｭ，ﾘﾆ’ﾘズｳII
DJ$＝"11ンｼｭ'ﾘｶ.イズウ（1ニチ＞“8，K$＝"ﾊﾝｼｭ'ﾘﾎﾝズｳmイ〉''8GOTO96B
CL＝<R＊18999＞･↑､5/2＊1．28，口＝INT（．92*CL＋1）

DL＝<CB－1918＞〆75B8DlM1＝(39＊LOG（(DL＋<、L*DL＋1）十．5>）＋18．74)＊CN+8．26
DJ=57-29＊〈1－3↑(－．8915*CB）〉＋DN8DK＝12+25残，f*RTN（．476＊〈11．8－H〉〉
GOSUB221g8CO＝u

DH=DN*DO*lJ4＋CJ+CC+CD＋CE8DI＝N／<DJ*DK）8，F=､H+、I＊4．5*hI4+N*CO＊<CH+CI）

DG＝INT（（DN*DO+DI＊4．5>＊19>／168DH＝INT(DH／185G〉81FDK<gTHENDF＝B8DG=9
，K＝INT<DK＊1日＞／108DJ＝INT<DJ＊19)／19:、I＝INT(DI＊18>／188，F＝INT(､F／1999＞8RETURN
R B車＝伽11

DP＄＝'1ツ外．ウ(チュウ)ニヨル11ンｼ11リヒ<ｶﾝ11ゅIﾘ）“8REI1989

DQ$＝''11ンシュ,リニンズゅゥ11：DR$＝"カセ'リヒ11：、S＊＝1111ﾝｼ11ﾘﾆﾘIズゥII

DT*＝‘'11ﾝｼｭ'リガイズウ〈1ニチ〉!‘：DU車＝"ハンシュ'ﾘﾎﾝズｳ〈功イ）“8GOTO15g8
CL＝<R＊19998＞･↑｡5/2＊1．2

，0＝INT〈、94*CL＋1）：GOSUB9258DP=DF8DQ=DG8DR=DH8DS=DI8DT=DJgDU=DKgGOSUB929
RETURN

RB＄＝'1’I
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､U車＝11ツ外､､ウ〈夕､､.f､)ニヨルハニ.’己'1’↓I上(己11,1や'ﾘ〉川8RE卜11U29

Dhl車＝川11二,ｼｭ'ﾘﾆﾆ.,ズ､､ウ1l8DX＊＝''刀セ'リヒ''8，V*＝Iin弓‘ﾐ.Iユリ'二'リズウ118，Z事＝'111ﾝシュ'ﾘｶｲズｳ〈1ニチ〉‘I

D1車＝'111き,ｼ11ﾘﾎﾆ.,ズウ（1打イ＞1086[ITO185日

GQSUB925

D2=Dl1＊1．58DZ=DJ8D1＝15.ご+28段n．*RTN〈．4＊〈12．2－H〉〉

DX=D2＊DO*lJ4＋CK＋CC+CD＋CE8DV=N／<、Z*、1〉：DU=、X+DV*4．5*D1／DK*kI4＋N*CO＊<CH+CI＞

DM＝INT（（D2＊DO+、W:4．5*、1／DK)＊15>／198DX＝INT<DX／1989〉81FD1〈gTHENDu=、：、！(l=B

DU＝INT<、U／1989）:D↑'＝INT<DV＊19).､'198,1＝INT(、1＊19)／19

RETURN

RB＄＝IIIl
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D3＄＝11ツクト､､ウ〈夕､､イ>ニヨルハニ.‘シ11リヒ(〃ﾝﾊ､､'ﾘ）：RE卜116ら5

，4＄＝'111ﾝｼｭ'リニンズ､､ウ川8，5＄＝'1カセ'リヒ118,6＄＝川ハンシュ'ﾘﾆ‘リズウ!'：D7＊＝''11ﾝｼ11ﾘｶｲズｳ（1ニチ〉'1

，8$＝lll1ﾝﾐﾉｭ'ﾘﾎﾆ,ズウ（1打イ）ll8GDTO1785

DO＝INT(9．94＊CL＋1＞：GDSUB925:GOSUB1825

Dさ=DU8D4＝DlJ8D5=DX8D6＝DV8D7=DZ8D8=D18GOSUE:182g8RETURN

RB＄＝I’ll

PRINT/PR9＊：PRINT/PTRB（15）；RR無llll9BD鐸i’11；RV無TRB〈63〉；’'〈1998エンダンイ）“

PRINT／PH＄;H；'’’1；N繁N3IlI13CB車；CB；llII3hI4＊；M4；'’”3月車3彫111'。

PRINT/PR9＊：PRINT/PTRB（15）；RR無llll9BD鐸i’11；RV無TRB〈63〉；

PRINT／PH鋸H；'’1'；N繁N3叩叩fCB鐸CB；IlIl3hI4＊;lJ4；I’伽；R＊3R3m

PRINT,･･P!'9ｴﾆ.‘＝11ﾝｼｭ'リフノウm8PRINT/PR9＊

PRINT/PoII1．'リホ.クシュウンサ争イ･ｱイハ､､Iリホぃグ‘'3叩ミノュウツゅイ

PRINT／Pilヒョウニニ.‘ズ争ゥヒョウニンズ､､ゥホゥホゥヒョウ

PRINT／P‘11ニチホ苫，、刀ｾﾘ'上il

RETURN

IFER＝OTHENER=D9

1FEB=BTHENEB=D9
1FEC＝BTHENEC=D9

1FED＝8THENED=D9

1FER<＝EBTHENEE＝ER8ER＝EBgEB＝EE

IFEB＜＝ECTHENEE＝EB8EB＝EC8EC＝EE

IFEC＜＝EDTHENEE＝EC8EC=ED8ED＝EE

IFER<EBGUTO1248

IFEB＜ECGEITO1245

IFER＜ECG□TD124⑭

RETURN

RB車＝1111

ﾆﾝズ､､ウ！‘；

RE卜11．B5n､､Iリホ､､クシュウウンツゅｲ・シュハゆIリ

GOSUB11998GDSUB56恥GOSUB7158GUSUB8158GOSUB9288GOSUB1528

PRINT/PBD+CF'3TRB〈7〉；U､＋CQ;TRB〈18）；BD9TRB(25）；1AjD3TRB(ごS）3Mヒト叩；
PRINT／PTRB〈43〉；CP；TRB(52）；CQ；TRB<66”CR9TRB〈6”31'一‘‘

PRINT／PBD+CU；TRB（7）31AID＋ClJ+CX；TRB〈18〉；BD3TRB(25”(AID；TRB(35〉3Mウマ'1；
PRINT/PTRB〈43”C(.！；TRB<52〉;CM+CX；TRB（60）；INT<N/CkI＊15)/,1酢TRB〈6”；CV

PRINT／PBD+E'F9TRB〈7）；1J､+D6；TRB〈19）；BD9TRB〈25）FUD3TRB<35＞510ツクトやウ1113

PRINT/PTRBK43）3，F；TRB(5Z”DG3TRB<65”INT（DJ*DK＊18)／1酢TRB(巳9＞;DH
PRINT,･筒.PBD+DU3TRB（7）FuD＋DlJ5TRB〈18）；Bp；TRB<25）；UD3TRB<35）F”ツクトゅウ21噂
PRINT,･･､PTRB<43〉；りり：TRB(52〉3D!｡;TRB<69”INT(、Z*D1＊19ン．1醗TRB(69〉；DX

RE卜1ｼｲ.テヂシュゥサ､､ｨ・ﾋー BE二二‘ズ､､ウーkIE

ER＝CP：EB＝CU8EC=DFgED＝、U：D9＝1BBB↑苫:GDSUB12gg

IFED＝CPTHENBE＝CP：hlE＝CQ

IFED＝CUTHENBE＝CりgklE＝EX＋ClJ

IFED＝DFTHENBE=DFgllIE＝DG

IFED＝DUTHENBE＝DU：ME＝Dkl

IFJZ＝＞26[lTO1495

PRINT／PBE+BEI；TRB（7）；klE＋lllD；'，（ツィテキ）（ダダ､､邑唱.'111．‘ﾘ）
RETURN

RB車＝'111

REI'1155511．ﾘI巾ゅクシュウウンツ争､ｨ.ｶﾝﾊ､､‘リ

GDSUB11B8:GDSUB56B8GoSUB7698GDSUB8788GOSUB98B8BDSUB1B55

PRINT/PBD+CS3TRB〈7＞訓⑱＋CT3TRB〈18）；BD9TRB〈25＞；IAjD3TRB<35〉；‘Oヒト“3
PRINT／F‘TRB〈43〉；CS3TRB<52〉；CT;TRB<69〉；CT;TRB〈69）；I1－II

PRINT嫁'､PBD+DRヲTRB〈”；1J､+DB+DCFTRB〈18〉；BD；TRB<25〉；UD3TRB(35〉31'ウマ10；

PRINT／PTRB〈43）；、彫TRB<52）3DB+DC；TRB〈69〉；INT(N/DB＊19)／183TRB〈69）；CV
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IFJF（J,K><3THENJF<J,K)＝g8JK<J,K)＝B8FS=⑤:GOTO3452

NEXTK
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.J11〈.』)＝J1'18J卜1＝B8JO<J＞＝JIY1〈J)＊JC〈J〉8FR＝FR+JO(J）

NEXTJ
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PRINT／PIIDII；TRB（3）；ID；TRB（9）；IE；8FORJ＝1TO98PRINT／PTRB（9+6＊J＞；JR<J〉；8NEXTJ

PRINT/PTRB<69）；JR（5）

PRINT／PMH‘I；TRB(3＞31R；TRB（9）；IB58FORJ＝1TO98PRINT／PTRB<9＋6＊J）；JB<J）躯NEXTJ
PRINT／PTRB〈69〉；JB（5）

PRINT/・PⅢN1増8FORJ＝1TO98PRINT/PTRB(9＋6*J〉；JC<J）；8NEXTJ

PRINT,'PTRB(69）3N

PRINT/P叩U叩；8FORJ＝1TD98PRINT/PTRB(9+6*J〉；J、(J〉38NEXTJ

PRINT/PTRB<69>3JD<5＞

PRINT,'P！lUN''58FORJ＝1TO98PRINT／PTRB<9+6*J〉；INT（19＊JE<J〉）／15；8NEXTJ
PRINT/PTRB<69〉；INT(JG）

FS=88FORK＝1TO19gFS=FS＋18PRINT/PFS；“11ゅンﾏﾙﾀスｴｸﾁケイ''；
FORJ＝1TO98PRINT/PTRB（9+6*J〉3JF<J,K）；8NEXTJ8PRINT/P

IFJF<9，K)＝gGOTO369g

NEXTK

FS=B8FURK＝1TO198FS=FS＋18PRINT／PFS；'‘1,,,ンマルタｶｶｸｼズｳ“；

FORJ＝1TO98PRINT/PTRB(9+6*J”JK（J,K〉；8NEXTJ8PRINT/F，

IFJK〈9，K)＝BGOTOg73B

NEXTK

FS=88FORK＝1TO198FS＝FS＋18PRINT／PFS；11向争ンマルタカカクI'；

FORJ＝1TO98PRINT/PTRB（9＋6*J）；JL（J,K）；：NEXTJ8PRINT/P
IFJL(9，K>＝BGOTO3779

NEXTK

PRINT/PI’一巾。ン刀ｶｸｹｲ‘'；：FORJ＝1TO98PRINT/PTRB(9+6*J）；JIvl<J）；gNEXTJ8PRINT/P
PRINT/P0Imりｹｲ．／1899エン‘'；8FORJ＝1TO98PRINT/PTRB(9+6＊J＞；JO<J〉；：NEXTJ
PRINT／PTRB〈69)；FR8PRINT/PR9＄

RETURN

R B本＝“Ⅲ

K6$＝0iﾐﾉｭｩｪｷセイ'1

PRINT/PR”8PRINT/PTRB<29＞；KG＄8PRINT/PR9＄:PRINT/PSE＄；”“；
PRINT/PF6＄；F6；ill‘；H4＄;H4；川01；IL＄;､、；'111；IP＄；IP3'’0‘；IAll舞M1；
PRINT／P”，'；lAj2錘hI2；、’'3h1画無((IざFlIii；U4群14149川’'；lAj5＄;hl5；‘’“；CB＊;CB；‘i
PRINT/PP＄;P3'，’I3R＄;R；'’0l9RC＊;RC；'1エン／1905M：PRINT/PR9本
KR$＝''ｲﾁﾊゅテズウリョウ〃：KS車＝'1ｺﾃｲｼﾂﾝｾ．．､イ0'8KT＊＝"ﾓｸﾋｷｾ､､イ'0

PRINT/Pllリニ，畠』ゅ1キョウコウリュウボイ．ﾁIfテ､､ウエリ1ケエタゅ曲≠0ﾘﾎゆクテズウリョウ刀，’；
PRINT／Pllン11．’リ具J1ウエキセイi’
PRINT/P0，レィコウチョリIｹｨｸﾎﾝズｩノヵカクﾎｨｸﾋウチヒウンツ､､イヒセやイキニ，ホンズゥ“；
PRINT/P！‘昌J1ウェキヒョウソニ,ｴキネンニノュウ‘’

PRINT／PIITHDNKLKPBgKKKUIG“；
PRINT/PMKNKUK1AjKX'‘：PRINT/PR”8RETURN
PRINT'1E'’

K D＄＝10’1

00口

，

PRINTKD＊:KE車＝1，’リキ､､ノナカカラモト〆11,ハゆンコウヲツがシテクダサイOI8PRINTKE＄8PRINTKD＄
PRINT',1リンフ､鶴ンコウソ≠ウ“

PRINT'02リンブニ，ヒョウがI

PRINTIl3ｼｭｳｴｷｾｲ．”

PRINT”4ホィクヒトニニノズ､､ゥ'I

PRINTII5チィシズゥlI

PRINTlIらサぃイセキⅧ

PRINT“7ホリリlI

PRINT‘’8工夕ぃウチヒトニンズ､､ウIl
PRINT‘IgI1､､0ﾘﾎゆグミJ1ウシや.1'ヒトニンズゅゥ'1

PRINT川1図マイ巾､､クチョウツカラツ､､イカノヒョウか18PRINTKD＄
INPUTIInやン．等ウヲ．ルテリタ､､シイ．＝I'；KR

ONKR60TO5879，519日，5298，5389，548日，5599，5699，57⑭8，5899，59BB

IFKR＝＞11THENPRINTIIモウイチト､､''8GUTO4158
PRINT：PRINTKD＊:PRINTTRB〈19）；J＄；'リヶイッンll8PRINTKE＄8PRINTKD＄8T＝581s＝1日
PRINTKB録'11‘；KC＄

INPUTIII1､､ンゴゥヲィレテグ夕÷シ､1..＝119F6
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PRINT8PRINT.K､＄:PRINTKE傘8F'RINTKD車

F'RINTlI“；S1＄8PRINT'’川3s2＊:PRINT'’’1；S3＊8PRINT'’”；S4＄

F'RINTi’11；S5＊:PRINT'1’'；S6＄3F’RINTlIII；S7錘PRINT'’1'；S日＊
INPUTIll1､､ン。.．..ウヲ‘ルテ・ワタ､､ツ.1..＝“9SE

IFSE＝lTHENSE$=S1＊

IFSE＝2THENSE*=S2＊

IFSE＝3THENSE*＝S3＄

IFSE＝4THENSE*=S4＊

IFSE＝5THENSE*=S5車

IFSE＝6THENSE*=S6＄

IFSE＝7THENSE*=S7＄

IFSE＝BTHENSE$=SS＊

PRINT：PRINTKD＊:PRINT'0テキトウナアタイヲイレテグタ､､ツイ川8PRINTKD＊
PRINT'‘11；IP＊；'’ﾑｶﾝ11､､'リノトヂハ臼''8INPLlTll”：IP

PRINTlilI；NP＄gINPUTIlll9NP

PRINTllll；IL＄8INPUT'1’'9IL8JQ＝IL

JN*＝!'ｻｲｺ戦ノヵン11.'リネニ’'0：PRINTlI’‘3JN鈍'’白ｶﾝﾊ゚ 1リノトキ8’'8INPUT!’

PRINT'’’1；H4＊：INPUTIl！'；H48RETLlRN

G0SUB595B8JZ＝181H=4B8GOSUB2815

T＝T+581FT＞＝199GOTQ5995

GOSUBZ719:G[lSUB2g75

GOTO5875

GOSUB56B88JZ=281H=49

T=T+53IFT＞＝189THENBE=g8BD＝臼8JG=B8GOTO5995

GOSUB271B8GOSUB28758PRINTT81FIH＝IP60TO5195
IFT=ざBGOTO5165

IFT=49GOTD5165

IFT=58GOTO5165

GOTO5185

PRINT伽シハ､､ラクオマチクタ､､ツイI'8GOSL旧31158GOSLlB3さ55gGDSUBg588
6DTO5185

GOSUB5889gPRINTMケィッンチュゥ’1：JZ=3：IH=498GOSLIB1739

PRINT8PRINTKD錠PRINT'‘テ千トゥナァダィヲィレテクダ÷シ､f､Io8PRINTKD＊

PRINThI1＄：INPUT”、’'3IAjl
PRINThI2＄：INPUT11烏’‘；lJ2

PRINTl↓13＄gINPUTol’1；lj3

PRINThl4＄8INPUT’1’';IAl4

PRINTU5＊8INPUT'’！'；hI5

PRINTCB＄8INPUT'‘“；cB

PRINTRC＊8INPUT'’I‘；RC

PRINTP車8INF'UTIIフグリ'‘；P

PRINTI'ケイツンチュウII8GOSUB3868

T＝T+58IFT＞＝188THENBE＝G8BD=B8JG=5860TO5g？5
GOSUB271g8GOSUB2875gGOSUB33558KJ=N:N＝IGgKL=FR

GUSUB1398GOSUB2668GOSUB3288IjG＝(JB8IFT>=2THENhlZ＝8
KP=BR+BB+BZgKQ=UB+(AjC

GOSUB1785：IFSE<＝2THENB8=e8llI8=B

IFSE＝3THENB8=BL：lJ8={(lL

IFSE＝4THENBO=BI81J9=ljl

IFSE=6THENB9=BN8h旧=lllN

IFSE＝7THENB9=BKgU9=IJK

IFSE＝BTHENB9=BHghI8=hlH

11；JN:.』N=JN＋18

GOSUB5688GOSUB7158GUSUB8158GDSUB929gGOSUB1g298GUSUB14988KN=1JE+I(1，
KK＝INT〈BE+BD+JG/5＊29BBB／1959＞

KR=KL＊･G78KS＝178B＊T／10508KT=KL＊､915：KU＝INT<KR+KS＋KT）
GOSUB3ざ58:KN=FR

GOSUB56986ElSUB7658GOSUBB768GOSUB9S8:GOSUB156586DSUB16B8gKO＝BF+BD8klO=klF+(tID

KU＝BF＋BD+JG／5*29889／19⑭9+KN＊･図15:kU＝INT<KU〉

IFKN<Kﾘー BD＊､5THENKN＝98KU=B、＊､5

N=KJ8IFI6＝臼THENKN＝98KU=9

KN＝KN＋LB*P↑､〈T－LD〉gKU=Ku＋LC*P↑〈T－LD〉8KN＝INT<KN〉8Ku＝INT(KU〉

Kl4I＝INT(KN+KL－KP－B9－KK－KU－KU〉8KX＝INT(Khl/T〉

F,RINT･綴．.PT；TRB（3）；H；TRB（9）3D；TRB〈15）；N；TRB（21）3KL；TRB(27〉；KP；
PRINT／F‘TRB〈尋3〉；B93TRB〈3s”KK;TRB〈45〉;kLI3TRB〈52）；IG9TRB〈57〉9KN；TRB(63）；KU3
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PRINT／PTRB〈69〉；KkI3TRB(75〉；KX

LB＝KN8LC=KU8LD＝T

GOTO5225

PRINT”ホイクヒトソノニンズ､､ウlI

PRINT8PRINTKD＄:PRINT叩テヂトウナアタイヲイレテクダツイ''8PRINTKD＄

PRINTH4＄8INPUT'’1'；H4

PRINTNP＄8INPUT'0‘'；NP

PRINTRC＊81NPUTII‘0；RC
PRINTR＄gINPUTlIII；R

PRINTP車8INPUT叩’'；P

PRINTlAjl＄8INPUTIIol；(All

PRINTlAj2＄8INPUTi0叩；lAj28PRINT'1ｹｲﾂﾝﾁｭｳ'’

GOSUB41g

GOTO5995

PRINTKD＄gPRINTTRB（4）；I'シ争コウチイヲモトメル'‘8PRINTKD＊

INPUT“ケ､､ンツ争イノリンレイハ’'；T

INPUT“ケ俄ンツ争イノシヂュコウn“；H
PRINT8PRINTKB＊；!‘’'；KC＄gPRINT

INPUTo‘ヒンシュノ11.ンゴゥハI'；F6

GOSUB2755

PRINTIIE0I8PRINT"46ﾈﾝｼ令シゅユコウ”；H4；00〆－トル0,8T＝g

PRINT8PRINTTRB（5）；T＊；TRB〈19〉；i'シ争ユコウ‘，

T=T+581FT＞＝188GOTO5495

GOSUB27168PRINTTRB（4）；T；TRB<9〉；H

GOTO5466

GOTO5995

PRINTKD$8PRINTTRB（8）；U＄；“’'3UU鐸PRINTKD＄
PRINT8PRINTKB＄；0’‘'；KC＊8PRINT

INPUT“ヒンシュハー‘‘；F68PRINT

PRINT/PR”8PRINT/PTRB(29〉；U＄；“’'；UU＄8PRINT/PR9＄
PRINT/P!'NOHDDGUNNDG
PRINT/PR9＄

PRINT8LD=LD＋18PRINT‘'オワリノトキ999ヲイレルマチかエタト千8ヲイレル'‘
INPUT“H＝‘'；HglFH＝＞999GOTO5588

INPUT‘’、＝”；D

INPUT“N＝“；N

IFH=gTHENLD=LD－1860TO5525

1F、=eTHENLD=LD－18GOTO5525

IFN=eTHENLD=LD-18GOTO5525

GOSUB22188LE=LE+U*N8LF=LF+D*N8LH=LH+H*N8LG=LG+NgLR＝INT(、*D~/4）
LS＝INT(LR*N〉8LT=LT+LS

NU0o

PRINT/PLD;TRB<7〉；H；TRB〈15〉；、;TRB(23〉；LR;TRB(31＞；U3TRB(41）3N;TRB<58）；LS；
PRINT/PTRB〈61〉；U＊N

GOTO5525

PRINT/PR9＄8PRINT/P叩、イキントケイ!'；

PRINT/PTRB（7）；INT(LH/LG＊188)／189；TRB（15）；INT(LF/LG＊188)／1Be3TRB(23＞；
PRINT／PINT（（〈LT/LG/力ｨ*4>十.5)＊108)／188；

PRINT/PTRB(31〉；INT(LE/LG＊188)／1⑭9;TRB<41＞；LG;TRB<59〉；LT;TRB<61）；LE
GOTO5995

PRINTKD＄8PRINTTRB（8）；FP＄gPRINTKD＊
PRINT8PRINTKB＄；'1’'；KC＄gPRINT

INPUT1’ヒンシュハーl13FG8PRINT

PRINT8PRINT“オワリナラ999ヲイレヨIl

FS=98FT＝､281NPUTliH＝'1；HgIFH＝999GOTO5995g

lNPUT'‘、＝‘I；、

PRINT‘Iチシ争ヨウコウムヒケイ伽

FT＝FT＋18FS＝FS＋18GOSUB26158IFFP＜＝3GOTO5669
PRINTFT；TRB〈4”‘1メートル!‘；TRB<8）；FP3TRB（14〉；11センチ“gGOTO5649
GOTO5625

END

PRINT'0厘''8PRINTKD＄8PRINTTRB（19〉；B9舞仙卜”31J9＄

PRINTKD舞PRINT'1テ千トウナアタイヲイレテクダツイ'IgPRINTKD＊
PRINT'’’,；H4＄81NPUTII’’；H4

PRINT''’1；NP＄：INPUT“II3NP
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PRINTll”；U5＄：INPUTMIo；U5

PRINT'’“；P隼8INPUT'‘’'3P

PRINT“ケイツンチュウ'l

GOSUB17388GOSUB1958

GOTO5995

PRINT“医,l8PRINTKD＄8PRINTTRB〈19＞；RV＄；'’卜伽；U9＄

PRINTKD＄gPRINT1‘ﾃｷﾄｳﾅｱﾀｲｦｲﾚﾃｸﾀ゙ ﾂｲ．ll8PRINTKD＊

PRINTIl”；H＊gINPUToo‘'；H

PRINTool'；D＄81NPUTII“；D

PRINTIlI'；N＄8INPUT'’’0；N

PRINT'1’'；R＄8INPUT“’'；R

PRINT'’10；IAj3＄gINPUT'’“；1Al3

PRINT””；1J4＄8INPUT'’I'FU4

PRINTl’叩；CB錠INPUT”’'；CB

INPUT”シ11,÷0リー1ｶﾝ向令0ﾘー 2ヲｲﾚﾙ？11；LK

IFLK＝160SUB13858GOTO5895

GOSUB15g5

GOTO5995

PRINT"図''8PRINTKD＄8PRINTTRB（10）；'0ツ争イカノヒョウテイm8PRINTKD＄

PRINT/PKD＄8PRINT/PTRB（16〉；“シゆイカノヒョゥティOI8PRINT/PKD＄

PRINT''テキトウナアタイヲイレテクタゅツイ”8PRINTKD＄

PRINT8PRINTKB＄；、“；KC＄8PRINT

PRINT“‘'；FG＄8INPUT“’'；FG

PRINT'1ﾋﾝｼ'リホンズウクブンリ‘リ路’'8INPUT肋マカ争リツ小イー0’；L18INPUT“ﾃｲｼ'ﾘやイー0'；L2

INPUT'’ﾅﾐﾂやイ．．＝''；L381NPUT“リョウヅイ.＝lI3L48INPUT”ｺｳﾋﾝｼiりくヤグモノツやイ>＝''；L5

IFL1＋L2+L3+L4+L5＜＞198THENPRINTiIﾎﾝ買ｳﾜﾌ゙ ﾝがマチヵ.‘ﾘﾃｲﾙﾓｳｲﾁﾄゅ‘'8GOTO5929
PRINT/PTRB（5）；'1H”；TRB（13〉；，'、''3TRB<21）；''N''；TRB(39）5FP＄;TRB(4G〉；“ヘイキン打力ク”；

PRINT／PTRB〈58）；“ケイ”

PRINT”’1；H＄81NPUTII“；H8IFH>=999GOTO5999

PRINTIIII；、＄gINPUTIIoI；D

PRINTIII'；N＄：INPUT“01；N

GOSUB261gglFFP<3GOTO5985

GOSUB236臼

卜1R＝INT（〈F1＊L1＋F2*L2+F3*Lご+F4*L4+F5*L5>／25Gg88*FO*FP*FP＞8NB=NR*N8NC=NC+NB

PRINT/PTRB（5）；H;TRB〈13〉；、;TRB<21〉；N;TRB(30〉；FP;TRB<49＞；NR;TRB(59〉；NB
GOTO5955

PRINT8PRINT叩ｵﾜﾘﾅﾗ999''8FT＝､28FS=g8IwlD=N､+N8GOTO594⑭

PRINT/PTRB<21＞；ND3TRB(35）；“。やｳｹｲｶｶｸ'1；NC；叩エンl

PRINT801＊＝IoC1一C~E~C~G－E~匠EC庁､床FD体、〃

02$＝"G庄医庁G~#FF－DぽぽECBGFD'’

03$＝"巳B仁GECGEC5R'l

TENPO4

卜1USICO1鋸Q2鋸03＄

GOTO69g8
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5．プログラムの内容

ProgramContensandExplanation

①苗木餅CostValueofPlantingStock

ListlOO～130→

苗木代後価i汁算に必要な各要因とその仮定値はA

C＝50,NP＝4000,A＝1．0，P＝1.00,AC;繭

木単価円/本（ValueofPlantingStock)，NP；植

付本数（NumberofPlanting)，A；林分面械(Area

ofWorkingSection)，P；元利率(Principaland

lnterestRatio）である。

プログラムの途中でこれらのillfを変更しない限り

この条件で後lIlli計算を行うが，植付本数NP・林分

而枇A･元利率Pについては時間や場所等によって

異なるi'11iとなるので，プログラムメニューによって

は途111で変更11'〔を人ﾉjするようにしている。

苗木単lilliACのように年一Inl侭度変化する値なら

ば適当な時期にプログラムを||多正しておくとよい。

元利率1.00の時は利子率が0であることを示し，利

子率3分5厘の時は1.035と変更する。

BA＝AC・NP．A・P↑T･……………｡①

BA；繭木後価（CostofPlantingStock），

T；林齢（Stan〔lAges）

②榊付曲・人数PlantingCostand

WorkingNumber

List200～270→

械付伐川後価に必要な要因とその値はAD＝1.00,

W,＝700()，AD；械付下刈の技能度係数（Techni‐

calLevelCoeffiCientofPlantingandBrush

Cutting)，Wl；柿付賃金（PlantingWages）であ
づ

っo

技能度係数ADが1.00の時は男子の中位技能度の

場合であるが，技能が異なる人の時にはList220

～240を参考にプログラムを変更する。植付賃金W1

は地域と時'''1によって常に変化する値なのでプログ

ラムメニューによって，変更入力するようにしてい
チ

匂○

WB＝NP／230／AD．A･･………………②

BB＝NP／230／AD．A・W，.P↑T･･③

WB；械付人数（WorkingNumberofPlanting)，

BB；械付'出用後価（PlantingCost)，230；男子

中位技能者の一日当り柚付本数（PlantingNumder

ofAverageTechnicalManby〔lay)，

③地捕え・下刈伐・人数Costand

WorkingNumberofBrushCutting

andLandPreparation

List300～395→

地捕え下刈礎用後価に関係する嬰因とその値はW2

＝7000,H‘＝15,AE＝0.95,AF＝25,W2；地捕

え下刈賃金（BrushCuttingandLandPrepara‐

tionWagesbyday),H‘；樹間地位（HeightSite

Classat40years)，AE；石喋1，t係数（Coeffi‐

cientofStonemeasure)，AF；林地の傾斜度

(AngleofStan(llnclinati()､）等であり，前記と重

複するものは省略する。

石喋欽が多くなると下刈機の批傷がひどく経済的

に使用が困難になり、下刈鎌を使用することが多く

なる。比較的傾斜の緩やかな準平原状のところでは

際が少ないので下刈機を多くⅡlいるが，崩械土面で

は磯が多くなるので下刈機使用には注意を要する。

傾斜の急な開析斜面のところでは澗行土面でも石

喋埜が多く，崩械土や押し出し面では特に石喋堂が

多くて大きい場合もあり，下刈鎌を剛いる。

県下の主要林業地は開析斜面のところであり，下

刈機は林内の歩道整備に用いられる程度である。石

喋吐係数AEの値はList315を参考に立地に適し

た値にプログラムを変更する。

下刈賃金W2と樹間地位H‘は下刈費用に大きく影

響し，時間と場所によってもその価が異なるので，

プログラムメニューによって，変更入力するように

している。

AG＝0.095＋0.9/汀・ArcTan（(H‘－15)／

2.25）……．．④

AG；地力別の下刈係数（BrusllCuttingCoe-

fficientofHeightSiteClass)。

下刈係数は第1年目の下刈人数であり，これを基

準に下刈の難易度や樹高生及に伴う労働投下減少率

等を求め税用等を計算する'2．13)。

下刈の第1年目の労働投下1，tは柿生の影響を強く

受ける。植生は地力が商い所ほど草械吐が多く，下
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刈が困難だと一般的には考えられているが現実的に

は，周辺部の林分の手入れがいきI‘いている為に，

カヤ等を主体とした柔かい械生が侵入することから

下刈は容易である。逆に，地力が悪い所ほど前生樹

下の低木が多く困難である。

このように，下刈と械生，地力と植生とは大きな

関係があり，従って，下刈と地力も大きな関係があ

る｡'2'④式は地ﾉjと第1年11の~ド刈人数との関係を

示したものである。

AH＝0.944＋0.27/ﾉr・ATN（(4250-NP）

／1000)…･………………･…………………⑤

AH；植付本数NPによる下刈難易度係数(Coe‐

fficientofBrushCuttingl〕yPlantingNumber)。

下刈の難易度は植付本数NPによって変化する。

植付本数が少ないと植栽木への柵傷，気配りが少な

くなり，しかも左右に大きく早く下刈鎌や下刈機を

動かすことが出来るので下刈能率は高くなる。下刈

能率が変化する柚付本数NPの範囲は3600～4900本

（ha）で，3500本より少ない本数であっても下刈の

難易度はあまり変化しない。逆に，5000本より多い

場合でも変化は少ない121．

従って，下刈の省力化を目的とする場合は3500本

程度とし，これ以下の本数は苗木代の節約効果しか

ない。また，集約的な良Wi材を円的とする場合は50

00本以上の植付が望ましいが，抑スギの場合には品

種によって通直なもの，幼齢時の生長が悪いもの等

があり，結果的には5000本より少ない本数であって

も良質材が生産されるので，苗木節約効果も考えた

本数とする。

AI＝0.9＋0.1．SIN（6.42.（AF-6.5）

．”/180）…･……･………．．………･……⑥

AI；傾斜度による下刈難易度係数（Coeffici-

entofBrushCuttingbyStandAngle)。

傾斜度AFによる下刈難易度は傾斜22°を境に急

でも緩やかでも難しくなる'21．しかし，傾斜度は特

に緩やかであったり急でない限り下刈能率に大きく

影群する要因ではない。従って，傾斜度の影群も考

慮して解を求める必要がある時はList305のAF価

を変更する。通常は準平原状のところでは25・，開

析斜面のところでは32°程度のAF値としておき，

傾斜度の影響を無視するからと言って0にすること

は数式上誤りである。

AJ＝A／（AI・AD・AE・AH・AG）…

．………………………………………．⑦

AJ；面積A当りの第1年目の下刈人数（Brush

CuttingNumberofFirstYear)。

以上のことから第1年目の下刈人数AJは樹高地

位H‘・石喋簸AE・傾斜度AF・植付本数NP・技

能度ADによって求められる。

AK（AL)＝－0．98．（AL-2.3)／（-0.881.

H‘＋19.8)＋1.28…･………………･…⑧

AL；下刈年数（AgeofBrushCutting)，

AK(AL)；AL年次の下刈比数（BrushCutt‐

ingRateofALAge)｡

植栽木の生長にともなって下刈による損傷も少な

くなり，植生型も少なくなることから，植付後の下

刈人数は，第1年目の下刈人数AJよりも少ない割

合になる（但し，第2年目の割合は大となる)｡この

割合を下刈比数AK（AL）とした'3)｡⑧式の下刈

年数は樹高地位H‘が高い程短かい年数で終るよう

になっており，樹高が4mをや、越えた時点で下刈

は終了する。第2年目の下刈だけは植生量が多いこ

とと，植栽木が小さいことから次式で示すように下

刈比数AK（AL）を1.4倍とする'31。

AL＝2ならばAK（AL)＝1.4…………⑨

また，第1年目の下刈比数は1．0倍となるが，こ

れに，地蒋えの2倍を合せて3倍とし，下刈地椿え

を⑩式のように求める'3'。

AL＝1ならばAK(AL)＝3……･…･……⑩

AM＝AJ・AK(AL)･……………･………⑪

AM；AL年時の下刈人数（BrushCutting

NumberofALAge)．

WC＝WC＋AM･…………………………･…⑫

WC；AL年次までの下刈人数合計（Totalof

BrushCuttingNumber)．

BC＝BC・P＋AM・W2・………………．⑬

BC；AL年時までの下刈後価（CostofBrush

Cutting)，ただし，AL≦15の時である。

下刈が終るまでは，投下費用や投下人数は施業計

画の面から，毎年の値が必要である。そこで，こ、

では地力の低いところの下刈が終る期間に合せて，
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林齢Tが15年まで毎年の各11'iを求めることにした。

ただし，林齢15年より早い時期に下刈が終る地力の

高いところはその時点から‘{?用後価のみ変化j･る。

BC＝BC・P↑（T－l5)･…………………．⑭

BC：林齢T年時の下刈後価（T≧15の時)。

前記の~ド刈後価BCは林齢が15年までであるから，

林齢16年以降はBCを元価とし，元利率Pの指数が

T－l5となる。

林齢15年以_|:では灘用後価のみの計算でよいので

5年毎にド刈伐用後価BCを求めることにした。

④保育税と人数Te､(lingCostan(l

WorkingNumbeI.、

List4150→

プログラムメニューの「ホイクトニンズウ」

の番･〉ﾅ4を選択する（SclcctProgl･amMenu

Numl)cr－4)．

List5300－5395→

保育の主な条件である樹間地位H‘・植付本数NP

・苗木jli{IiIiAC・而械A・元利率P・楠付衝金W，

．下刈11金W2の各価を入力-j･る（InPutValueof

Factors)．

List410－495→

入力した保育条件と計算項11をプリントする。項

目は林齢T＄・苗木後価BA＄・植付人数WB＄・

械付費後価BB＄・Yl（第1年の下刈人数）・Z！

（下刈年次ALの下刈欝'1合）・下刈人数wC＄（毎

年の~ﾄ刈人数）・計（下刈累禎人数）・下刈費用後

価BC＄・保育人計（保育人数の合計)･円計（保育

f¥''1合計）である。

次に，計算結果を表一6のようにプリントする

(Thecostoftendingandthcnumberofpersons

wasshownihecxamI〕leintal)le－6．）

⑤伐木造材Yliと人散CostandWorking

NumberofFellingandBucking・

List500～595→

伐木造材伐1M価に関係-ﾘー る要因とその価はAP＝

140,000,AP；チエンソー価格ValueofChain‐

Saw，AQ＝41,000,AQ；チェンソー修理及び部

品賀（円／年）ChainSawRepairandSupplyex‐

pensesintheyear，AR－8(),()00,AR；チエンソ

ー耐"1時|M1(分)DurableMinute，AS＝0.0124,

AS；チエンソーエンジンオイル使用{,t(2／分)，

･UseingVolume（liter）ofChainSawEnRine

OilinaMinute、AT＝0.0055,AT；チエイン

オイル使用雌，UseingVolume（liter）ofChain

OilinaMinute，AU＝333,AU；オイル価格，

（円／、），ValueofOil（yen／、），H＝l5H；

樹高HeightTree，。N＝1000,N；伐倒木本数

TreesNumbertobeCut，W3＝15，000，W,；伐

木造材賃金WagesofFellingan(lBuckingである。

樹高H・伐倒木本数N・伐木造材賃金はプログラ

ムメニューに変更入力するようにしている。また，

林分椛造の予測値を用いるlIfは林齢T年時の樹商H

（T)，主伐の時は立木本数が伐倒木本数Nに，間伐

時は'''1伐本数が伐倒木本数Nに自動的に変更入力さ

れるようになっている。

チエンソー価格AP・耐用時間AR（80,000分＝

3ヵ年），オイル使用lltAT等については，前もっ

て機械に合った値にプログラム変更しておく。また，

オイルIdli格AU等のように物価によって変伽する価

は変動時期に合わせてプログラムを変更する。

AV＝（AP＋3．AQ)/AR＋(AS＋AT）

・AU………………･…………･…･…⑮

AV；チェンソー分当り倣却税DeI〕reCiationof

ChainSawinaminute・チェンソーの耐剛時間A

R80,000分を3ヵ年で償却することにすると修理部

品費は3．AQとなり，分当りの機材償却費とオイ

ル消耗賀を求めたものである！‘lo

AW－（0.0806.（H－l1）↑2＋0.793.H-3.1）

／AD･…………………………………．．⑯

AW；樹高H別の1本当り伐木造材時|M1（分），

FellingandBuckingTimeofHeightGrade.⑯式

の各係数は地形の緩急等の作業条件によって多少異

った11fとなるが，それよりも地域による熟練度AD

の差の方が大きいので注意を要する。

AX＝（0.005.（H－ll）↑2＋0.221.H＋

0.642)/AD･…………………………｡．⑰

AX；樹商階H別の1本当りチェンソー使叶111､f間

（分）ChainSawTimeRe(luiredofHcight

Grade．⑰式の各係数価はチェンソーの機都によっ
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て多少拠った価となり，機械ごとの調査寅料があれ

ばその値を11lいるが，特に小型の機種でない限り係

数値の変更は必要でない。

BD＝（W3/280.AW＋AV・AX）．N･･⑱

BD；本数Nの伐木造材伐FellingandBucking

C()stoftheNumber・lHの実働時間を280分とし

て1本当りの質金と機材価却伐・燃料消耗仇を求め，

伐倒木本数N本当りの賀用を求める。

実働時間と賃金とは深い関係があり諦負の時は高

い賃金を基準とするが労働時間が長いのが欠点であ

る。雌近では震動障害や労働条件の面から改善の方

向にあり，実働時間280分は適当な値だと考えられ

る。しかし，地域や雇用形態等々によって異なった

値となるj脇合はプログラムを変更する。

チエンソーの使用時'111はQ剛式を用いると1日

2時IMI以内になるようにして膜勤障審にも対処した

作業基難となっている!‘lo

WD＝N/(280/AW)…･…………………･…．⑲

WD：伐木造材人数（L1．人）WorkingNumber

ofFellingandBucking．

⑥集材費と人数YardingCostand

WorkingNumber・

a・集材条件YardingCondition

List600～685→

集材没に関係する要因と仮定値は次のとおりであ

る。

WD＝15,000,CA＝18,000,CB＝100，CC

＝30,000,CD＝20,000,CE＝20,000,CF＝0，

CG＝150,CH＝350，CI＝3．9．CG，CJ＝

40,000,CK－50，000，CM＝30,CN＝1．0．

W‘；集材賃金YardingWages（円・日)，CA：

馬と‘Mj主の賃金YardingWagesofManan〔lHorse

（円・’1)，CB；搬出1，1:線距離YardingDistance

（、),CC；立木補1畑YGuaranteeCost（''1)馬土

曳時の隣接林分への拙傷袖仙や架線下や中'111支柱箇

所での伐倒拙傷補侭費である。

CD；通行料Toll（''1)，CE；搬出雑災Sun‐

dryExpenses（円)。CF；M1j道傾斜係数Sland

CoefficientofHorseRou(1,1jj土曳搬出の賜合はや

や急な傾斜（28｡～33°）が蛾も楽でCF値は－100

となる。27°以下の緩やかな傾斜では馬の力を多く

必要とすることから効率が悪くCF値は100となる。

逆に，34.以上の傾斜になると，馬の危険防止のた

めブレーキをかけるので効率がや、悪くなりCF値

は0となる。CF価は小さい値f劉般出効率が商<な

るようにしており，傾斜が急でも緩やかでも効率は

悪くなる。こ、でのcF値を決める傾斜は斜面の平

均傾斜であり，平均傾斜より緩やかな，脇道傾斜で

はないことに注意したい。

CG；ガソリン価格OilPrice（円．、)，CH；

集材機材消耗費WasteofSkid(ler（|｣l・立木材積

㎡)，CI；集材機燃料晩CostofSkidderFuel

（円・立木材積㎡)，cJ；中型集材機材搬出入職

CostofCarryMi(ldleSkidderOutandln（円)。

CK；大型集材機材搬出入伐CostofCarryLar-

gcSkidderOutandln（'ﾘ)。CM；’''1伐率Rate

ofThinning（％)。CN；索道架設時陳蒋物係数

ObstacleCoefficientofSkidderLineConstruc-

tionTime・DN；搬出時障害物係数Obstacle

CoeffiCientofCarryLogOut・CNとDNの係数

値はList685を参考にする。

’11j賃金CA，集材蘭金W‘，搬出距離CBの値は

立地条件や時間によって常に変化し，搬出費に大き

く影響するので適切な値をプログラムメニューによ

って変更入力するようにしている。他の条件につい

ては諸物価変動時等にプログラム変更する。

b・主伐時人力集材YardingatFinalCutting

bytheManPower

List700～740→

人力による搬出や木寄せは屑や投げ落としの方法

で行われるが，樹高21m以上の中径木や大径木の場

合には搬出距離が50m以上になると効率が悪く，他

の搬出方法が良いようであり，一般的には樹i{､318m

以下，小規模な伐採，遊蹄沿い等の条件時に行われ

る方法である'51。

CR＝（198-7.17．H－(2.833-0.918.H）・

CB）．（0.87＋0.85/ﾉr・ATN(0．16．

（AF－30)))･……………･……………｡⑳

CR；1日1人当り搬出本数NumberofYard-

ingl)yManPower（day)．
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搬出本数CRは樹高Hと搬出距離CB，傾斜CF

によって求められる。傾斜AFは30.以上になると

足場条件が次第に悪くなり効率が低下する。逆に，

傾斜が30・以下になると投げ落としが遠くまで行か

ず，効率が低下するようで，傾斜30°程度が蚊も効

率が良いようであるl5Io

CP＝W‘．N/CR……………･……………．⑪

CP；搬出賃金合計TheTotalWageofYard‐

ing．

CQ＝N/CR…･…………………･…………⑳

CQ；搬出人数TheTotalNumberofDays・

主伐時には樹高Hが11m以下にはならないと仮定

して，また，樹高が21m以上の時は人力搬出が不能

と仮定して，搬出賃金合計cP，搬出人数CQ，搬

出本数CRのすべてを否定，不能値として0円とす

ることにした。

c・間伐時人力集材Yar(lingatThinning

TimebytheManPower、

List750～790→

主伐時より作業条件が悪くなるので，lll当りの

搬出本数は少なくなる。搬出の範囲は主伐時の50m

より広く80m程度が普通のようである。樹間が16m

以上になると残存木が障害になって，効率が悪くな

ることから人肩や投げ落としによる搬出は行わない

ことが多いようである'5)。

CU＝（198-9.21．H－(1.717-0.048.H）・

CB．（0.87＋0.85/’r・ATN（0.16．

（AF－30)))…･……………………….⑳

CU；間伐時搬出本数AtThinning，theNum－

berofYardingbytheMa、Power（day)．

CS＝W‘．N/CU…･…………･……………⑳

CS；間伐時搬出賃金合計AtThinning，t},e

TotalWageofYarding（円)。

CT＝N/CU・………………………………．⑳

CT；搬出人数Atthinning，theTotalNum‐

berofDays・

間伐時樹高Hが8m以下の時は材が小径なので販

売不能。樹高が16m以上では，人力以外の搬出方法

となるために主伐時と同様に0円とする。

。、主伐時の馬土曳搬出Yardin屑bytheHorSe

atFinalCutting、

List800～845→

，15道作設には馬と馬主の他に2～3人のチームに

よってl隅1.2m～1.7mの道が作られる。作設時に敬

も注迩を払うことは曲線部分で，立木への拙傷を防

止するためにあて木を巻いたり，杭を打ったりする。

CY＝1．35．CB．（0．0075．W‘＋0.0031．CA）

＋CC＋CD＋CE･…………………．⑳

CY；馬道の作設我MakingCostofHorseRo‐

a｡．（111)。1..35；迂回係数CoefficientofaRoun‐

daboutWay・

CW＝N／（(8.5／（0.13.（H－3)）↑2-0.4）・

（17.1.0013↑－(1．35．CB＋CF))）・…．

．…………………………………………．⑳

CW；搬出馬頭数（賜主を含む）TheTotal

HorseNumberofYarding，1頭当り1日の搬出本

数で伐倒木本数Nを除した値で，樹高や搬出恥離の

違いによる組合せによって異った値が得られる。

CZ＝198-7.17．H－(2.833-0.0918.H）・

（6－16/ﾉr・ATN(0.625.（H-18.5))）

．………………………………………･…⑳

CZ＝CZ．（0.87＋0.85/汀・ATN(0.16.（A

F－30))）………･…………………･…⑳′

CZ；木寄せ本数LogNumberofPre-Yarding

byManPower．（日・人)。馬土曳は馬を伐採現場

で休ませることなく有効に働かせるために前もって

木寄せをしておく。木寄せ作業員数は搬出距離が遠

い時は‘馬の往復時間に合せて少ない人数となるが，

距離が短かい場合は搬出回数が多くなるために多く

の木寄せ作業員を必要とする1s}・木寄せ範囲は⑳式

の搬出距離CBに相当する部分で⑳式では（6－16

/汀･Arctan（0.625.（H-18.5))）となっており，

樹商Hが小さい程広くなり，樹高Hが大きくなると

木寄せ範|井lは狭くなる。そして，更に，火径木にな

ると木寄せの必要はなくなる'5)。

CX＝N/CZ・……………………………･…⑳i

CX；主伐時木寄せ延人数TheTotalManPo-

weI･Numl〕erofPre-YardingatFinalCutting

（11/人）

CV＝CY＋CW・CA＋CX．W‘・……．⑳
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CV：主伐時の‘11j土曳による搬lMli'1,1,(’'1､otal

CQstofYar(lingl)yIl()rseiltFinillCuttiI,g('11）

e、間伐時の,11;土曳搬IMYYar(lingCI》stl)y

HorseatThinningTim(？．

List860～895→

DE＝198-9.21.H－(1.717-().48．H）・

（8.25-23.5/ﾉr・ATN(().5．（11-18.5))）

．…………………………………………･趣）

DE＝I〕E・（0.78＋0.85/ﾉr・ATN(0．16．（A

F－30))）・……………………･……･…①

DE：間伐時木寄せ本数AtThinning，Log

NumberofPre-YardingbyManPower（日・人)。

間伐時の木寄せ本数は主伐時に比べ，木寄せ範囲

が広く，しかも，残存木が陳詳となるため少なくな

る'5)。

DC＝N/DE・………………………………･趣j

DC：間伐時木寄せ延べ人数TheTotalMan

PowerNumberofPre-Yar(lingiltThinning（11．

人）

DB＝CW･……………………………………･価｝

DB；搬出馬頭数TlleTotalHorSeNuml)erof

Yarding

DA＝CY＋I)B・CA＋I)C・W‘・……･＠

DA；間伐時馬土曳搬出晩TheTotalCostof

HorseYardingatThinningTime．

f，主伐時架設索道（主索18mm）集材

Skidding（18mm)atFinalCutting

List900～945→

索道による集材の場合は，架設伐に多くの1W用を

必要とするが，距離が長い時や出材htが多い時には

最も効果的な搬出方法である。

CL＝（A・lOOOO)↑0.5/2．1．2．…･……⑮

CL；架線から左ｲ『の蛾及距|雛I)istancefr()m

CableWay．（、)．主伐'1，fのロージンバックの距離

は50mなので，CL＞50の11＃は集材の途Illで，索張

りを張り替えるか，または，人ﾉJか脇によって，ロ

ージンバックの届く距離まで木寄せする'51。

DO＝INT(0.02．CL＋l）･……………｡⑳

DO；索張り回数（INTは整数値)。ここでは，

対象面積Aが広い場合には索張りを張り枠える方法

で計算を-ﾘー ることに-ﾘー る。

0.02：ロージンバツクの雌|靴50mの逆数脳，

I〕L＝（Cll-lOlO)/750…･………………．⑳

l)M＝L()G（(1)L＋(1)L・')L＋l）↑

0.5))＋18.74）・CN＋8.26…………⑦

I)M；llmlの索股りと撤去の作業凶延人教

Tlle'1､()い1W()1．kin間Numl)(pr（)fMakcinIgCablc－

waVilnditsCl“rAw”･で服り伴えの人数は含

まれない。

l〕J＝57－20．（1－3↑（-0.015．CB)）・

DN･……………………………………･錦’

DJ：搬出I皿l数Ski｡(lingtheNumberofTimeS

ofDay（IUl・日)。

搬出'''1数I)Jは搬出距離CBと搬出時の障害物係

数、Nによって求められる。

DK＝12＋25/’r・ATN(0．476．（11．8－H)）…

．…………………………………………｡③

DK：1回当り搬出本数Ski〔l(lingtheLog

Numl)erofatime（本・lUl）

索道への荷亜は限界以~ドにするために，樹間Hが

大きいと本数が少なくなるように⑳式はなっている!s1o

GOSUB2210：樹商Hと胸商直径Dによって単

木材欄Vを求める。祥細については後述する。

DH＝DM．D0．W‘＋CJ＋CC＋CD＋

CE･……･……･…･……･………………、，

DH；索張りf?と諸雑慨合i汁Tl'eTotalof

MakeingCablewayCostan〔10(ldJobsCost（H）

DI＝N／（DJ・I〕K)…･…･………………⑳

DI；搬出実動11数Tl1el〕aysNuml)erof

Skidding・

DF＝DH＋D1．4．5．W‘＋N・V・

（CH＋CI）･………………………･…、

DF；索道搬IMr合計Tl1eTotalCostof

Ski(ldin鷹（円)｡4.5；水寄せ人数，TheNumberof

Prc-YaI･(ling（人)，索道搬出の経済効率を冊‘ﾙめる

にはlI1当りの搬出lIjl数を多くする必要がある。こ

のためには，荷かけ前に木寄せをしておく。この木

寄せ作業典はロージンブロック距離が速くなれば4人，

近い時は3人で，作業の進鵬度によってチーム貝数

は決められ，これに築材機手1名を加えると一林分

当り4.5人(日)程度となる'釦。
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DG＝DM・DO＋I〕1．4．5．…………･…⑳

DG；架設及び搬出人数合計TheT()talW()rk‐

i昭NumberofYarding，MakeingCablewayan〔l

ClearAway.（人)。

9．間伐時架設索道（18mm）集材Ski(ldin偶

（18叩､）atThinningTime・

List960～995→

主伐時との速いは残存木が障害となって，ロージ

ンバックを延ばせる範囲が妓大25mになり，主伐

時の半分の農さになる。従って，対象面械が広いと

索張り回数（張り替え）が多くなる。他については

主伐時と同じと考えてよい。

DO＝INT(0.04．CL＋l）.………….…⑭

DO；⑳式を参照

若干織道にそれるが，集団間伐の指定而械基準は

現在5ha以_ことなっているものの，索道集材による

而枇拡大の経1?節減効果は1.7ha程度までが箸るし

<維済効果が高く，2haになると頭打ち傾向となり

2.5ha～3.0haでは僅かに効果が兄られ，31,a以上に

なると面械拡大効果はほとんどないようである。こ

の原因は索道の張り替えが大きく彩騨し，初期1i1iに

ｷ11当する機材の搬出入謝の影騨が面砿拡大とともに

小さく影群するためである。このことから，経fY節

減効果の点で指定面械基準を緩和する必要がある。

また，間伐を強力に推進するためにも，1.7～2.5ha

程度を雅準にすること力埋まれる。

h・主伐時架設索道（32mm）集材Ski《l〔ling

（32mm）atFinnalCutting，

ListlOOO～1045→

主索18mmと比較して架設費がやや多くかかるもの

の，1回当りの搬出量が多いので，出材賦が多い時

には有利である。

D§＝DM・1.5……･……………･……………⑮

D2；1回の索張りと撤去の作業貝延人数Thc

To“lWol･kingNumberofMakeingCablewayand

itsClearAway（人)。

、,＝15.3＋28/’r・AT1V(0．4．（12.2-H)）

…………･……………………………･……⑳

，!；1回当り搬出本数SkiddingtheLogNum‐

berofatime（本・lpl)。

l）X＝D2．，0．W‘＋CK＋CC＋CD＋

CE･………………………………･…･…⑰

DX；架設伐TheTotalofMakeingCaI〕leway

CostandO(l〔lJoI〕sCost（円)，

DY＝N／（DJ・D1）・…………………･…誹⑱

l〕Y；搬出実動日数TheDaysNumberof

Skidding、

1〕V＝、X＋I)Y・4．5．，，／DK．W‘＋N・

V．（CH＋CI）…………･…………．⑳

DV；索道搬出費合計TheTotalCostof

Skidding（円)，4．5．，，／DK；1日の木寄人数，

TheWorkingNumberofPre-Yarding（day)，（人

．u)。

I〕W＝(D2＋DO＋DY・4．5．，，/DK)．．⑳

DW；架設及び搬出人数合計TheTotalWork‐

ingNumberofYarding，MakeingCablewayand

ClearAway（人)。

i・間伐時架設索道（32mm)集材Skidding（32

，，m）atThinningTime・

ListlO50～1070→

こ、では間伐時l8mInと主伐時32mmを参考にするこ

とにして記号は次のようにする。TheMarkTake

Turns．D3＝DV，D4＝DW，D5＝DX，D‘＝

DY，D7＝DZ，D8＝D，。

⑦伐木造材集材費と人数CostandWork‐

ingNuml)erofFelling，BuckingaI1dYarding

List4010～4150→

プログラムメニュー「バツボクシュウザイヒ

トニンズウ」の番号9を選択する。

ChoseoftheProgramMenuNumber“9”

List5800～5895→

伐木造材集材の主な条件を人力する。入力項目は

樹間H，胸商直径D，伐倒木本数N，面枇A，伐木

造材箇金W3，集材賃金W‘，搬出距離CB，主'''1伐

の区別LKである。

主伐の時はGOSUB1305，間伐の時はGOSU

Bl505へとそれぞれにジャンプする。

Listl305～1495→
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GOSUBllOO～1160；主伐時条件と項'てlをプリ

ントする。GOSUB560～595；伐木造材のfli用と

人数を計算する。GOSUB715～740；人力搬出伐

用と人数を計算する。GOSUB815～845；脇によ

る搬出費用と人数を計算する《，GOSUB920～945

；索道（18mm）による集材鋤と人数を計算する。G

OSUB1020～1045；索迦（32mm）による災材伐と

人数を計算する。

次に，搬出方法別の計算結果をプリントする。更

に，GOSUB1200～1295；安価な搬出方法を選択

して，Listl450でその結果をプリン|､する。

Listl505～1695→

ここでは間伐の場合で前記と同様の方法で伐木造

材搬出費と人数を計算しプリントする。

表-11はその例である。（TheCostandWorking

NumberofFelli､9，Buckingan(lYardingwas

ShowntheExampleinTable-6)．

⑧枝打費と人数LoI〕PingCostand

WorkingNumber・

木材の評価は埜的側面が基準単価（一般材価格）

となって，これに質的側面が付加され鳩合によって

は数十倍の価格となるようである。f'『的側面は色．

艶の他に年輪の益び，広狭，節の有無等である。こ

こで重要なことは質的側面を重視するあまり，集約

的に施業した結果，木材評価は商<なり，林分評価

も高くなったとしても，長期的な年月を要するなら

ば，保育費用後価も指数的に噸加するので，林業経

営評価としては低い場合もあり得る。

一般的に丹念に枝打して集約的な施業をする場合

は短伐期が有利のようである。

径級が細いところまで枝打ちすると無節が生産さ

れるが肥大生長に影響を与え蚊的側面からはマイナ

スとなるものの年輪幅が狭くなり，材の色艶も良く

なり，材質としては高く評価される。このように，

質を選ぶか量を透ぶかの施業によって材質は決まる。

材質と枝打径級との目安は径級が6cm以下の枝打

の場合は無節材が生産され，8cm以上の太い径級で

の枝打の場合は死節が出ない程度の材が生産される

がこの場合は肥大生長にあまり影聯はない。

通常，梢端部から3．4cmの部位がほぼ6cInになる51

ことから，無節材や勝丸太等の雌良材（最も高く売

れる木）を生産するには，樹間が3．4mになった時

点で枝打I脇を地上から1m～1．5mの枝打を終えて

いなければならず，径級が3cm～4cm程度の細いと

ころまで枝打をすることになる．従って，樹高と目

的材によって，枝打のタイミングも決められる。

ここでは，無節材を|訓的とする「簸良材」と死節

が出ない程度の材W(を目的とする「やや良材」，さ

らに，この両者の中lMl的な材を目的とする「良材」

の3つに区分した。材閥，材長と記号との関係は

Listl710～1725に示した。

List4010～4150→

プログラムメニュー「エダウチヒトニンズウ」

の番号8を選択入力する。

ChoseoftheProgramMenuNumber“8”

List5700～5750→

枝打の主な条件である樹i#i地位H‘・植付本数NP

・枝打賃金W5．元利率Pの各値を入力する。

GOSUBl730～1780.→

林齢と枝打のタイミングを樹高地位1-1‘別に求め

る。

EH＝EH＋0.2．…………･…………………③

EH；林齢，

EI＝(1.0546.0.8187腿11＋1.3366．LOG(EH）

-1.0637)．H‘/1.076…･………・…、

EI；樹高，樹間地位H‘の立地条件における林

齢EH時の樹商EIを求める。

次に，樹商EIが3．5mの時を林齢EHをE3と

して，樹間EIが1．0m生曇するごとに林齢EHを

E‘，E5……E,，ECとして，樹高EIが10.5mま

での林齢を求める。

GOSUBl950～2145→

枝打条件と項目をプリントする。Listl950のT

＝T＋1とListl985のT≧20ならばT＝T＋4の

関係は，地力の悪いところや遅れた枝打でも，地上

高6．5mまでの枝打が林齢20年までには終了すると

して，林齢20年以下では枝打の要・不要に応じて投

下人数・澱用を毎年求めることにして，林齢20年以

降は5年毎に曲用後｛I1iを求めれば良いので，その林

齢指定をしている。

ここで，地上商6．5mまでの枝打を林齢T20年以
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下とした理由は，枝打等の集約的な施業の場合には

投資効果が問題になり，地力が低いところでは費用

後価が聞くなり，経済効果が小さい。従って樹高地

位H‘が13m以上のところが望ましい。現実には地

力の低いところでの枝打が行われることは少ないよ

うで．ある。

GOSUBl785～1945→

まず，Listl785～1790で枝打の累秋人数を求め

る。第11111目の枝打幅を地上高1．5mまでとして、

第21111目からは枝打幅を1．0mづつ行ない，枝打長

は根曲り等を考慮して0．5m程余裕をもった長さに

する。

EJ＝NP・0.8.0.0024.1.65↑1.5…………⑬

EK＝NP・0.8.0.0024.1.65↑2.5．………．．⑭

EL＝NP・0.8.0.0024.1.65↑3.5…………⑮

EM＝NP・0．73．0．0024．1．65↑4.5………．⑯

EN＝NP・0.6.0.0024.1.65↑5.5．………．．⑰

EO＝NP・0.6.0.0024.1.65↑6.5．…･……｡⑳:‘

EJ；第’'四l目の枝打人数で植付本数NPの8割を

枝打対象木として，地上商1.5mまでの枝打人数･

EK；第1I可目と第2回目の地上高2.5mまでの枝

打累禎人数。以下同様に，ELは第3回目3.5m,EM

は第4回目4．5m，ENは第5回目5．5m，EOは第6

回目6.5mまでの枝打累械人数であるが,枝打対象木

の本数割合が異なることに注意する。

次に，Listl795～1800で各枝打回ごとの人数を

6回，51ul……1回の順に求めるとEO＝EO－E

N，EN＝EN－EM，EM＝EM－EL，EL＝EL－

EK，EK＝EK－EJ，EJとなり，この記号を最良材

の枝打人数とした。良材。やや良材になると，蛾良

材の枝打より少しづつ雑な枝打になるので枝打人数

はその分だけ少なくなるようだが，枝打時期がやや

遅れることから，枝径が太くなっていることと，遅

れた枝打をする場合は未熟練者の時が多く，枝打人

数はほとんど変らないようである。

Listl800～1880では材質別・枝打回数別の費用

後価を求める。

FF＝ZL・W5・P↑(T-Eo)……･………･…⑲

E!＝ZF・W5・P↑(T-E9）・…………･……⑳

EU＝E0．W5．P↑(T－E8)…･…･…………⑥

第61皿l目の枝打賀用後価でやや良材・良材・最良

材の順にFF・E1・EUとなっている。このⅡ緬式

からの説明で枝打林齢はEo＞E,＞E8となっている。

FE＝ZK・W5・P↑(T－l:,)･………….……、）

EZ＝ZE・W5・P↑(T－E8)…･……………．、）

ET＝EN・W5・P↑(T－E7)……･…………･＠

第5回目（地上高4.5m～5.5m）の枝打費用後価

でやや良材・良材・妓良材の枝打伐用後価の順にF

E，EZ，ETとなっている。

FD＝ZJ・W5・P↑(T－E8）…･…………･…⑮

EY＝ZD・W5・P↑(T－E7)………･………｡⑳

ES＝EM・W5・P↑(T-E‘)……………･…⑳

第41回|目（地上間3.5m～4.5m）の枝打曲用後価

でやや良材・良材・雌良材の順にF1〕，EY，ES

となっている。

FC＝Z1．W5・P↑(T-E7)…………………⑳

EX＝ZC・W5・P↑(T-E‘)･…･……………⑳

ER＝EL・WS・P↑(T-E5)･……………･…⑳

第3回'二1（地上高2.5m～3.5m）の枝打費用後価

でやや良材・良材・蛾良材の順にFC，EX，ER

となっている。

FB＝ZH・WS・P↑(T－E‘)･………………．⑪

EW＝ZB・W5・P↑(T－E5)……･…………⑫

EQ＝EK・W5・P↑(T-E‘)…………．．……⑬

第2I凹l目（地上高1.5m～2.5m）の枝打費用後価

でやや良材・良材・蛾良材の順にFB，EW，EQ

となっている。

FA＝ZG．W畠・P↑(T－E5)……………．．…⑭

EV＝ZA・W5・P↑(T-E‘)･………………．⑮

EP＝EJ・W5・P↑(T－E3)……………･……⑯

第llplH（地上間0.0m～1.5m）の枝打賀用後価

でやや良材・良材・雌良材の順にFA，EV，EP

となっている。

Listl890～190()では各枝打II1ごとのfIi用後価を

合計し目的材優の伐用を求める。

BO＝EP＋EQ＋ER･…………………･………⑰

BG＝BO＋ES…………･………………･…･…⑱

BH＝BG＋ET＋EU･………………………･…⑲

最良材の3.5,,4.5,,6.5mまでの費用後価で

それぞれBO，BG，BHとなる。

BI＝EV＋EW＋EX･…………………………．⑳

BJ＝BI＋EY……･……………･………………⑳
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BK＝BJ＋EZ＋E,……………･……………･…82．

良材の3.5,.4.5,,6.5mまでの‘{W川後価でそ

れぞれB1，BJ，BKとなる。

BL＝FA＋FB＋FC…･…･………･……………83

BM＝BL＋F1).｡…………………………･…･…{84）

BN＝BM＋Fﾄ〕＋FF……･…･…………………65）

やや良材の3.5,,4.5,,6.5mまでの伐川後lilli

でそれぞれBL，IIM，BNとなる。

Listl905～1915では各枝ｲ．｣.''''ごとの枝打延人数

を求めら。

WO＝E､】＋EK＋EL･…………………………．．⑯

WG＝Wo＋EM・……………………………･…･87

WH＝WG＋EN＋EO……･……………………88）

雌良材の枝打高3.5,,4.5,,6.5mまでの延人

数で，それぞれ，Wo，WG，WIlとなる。

WI＝ZA＋ZB＋ZC･………………………．．…891

WJ＝WI＋ZD……･……･…………………･…･'凶）

WK＝WJ＋ZE＋ZF…………………………．．(”

良材の伎打高3.5,,4.5,,6.5mまでの延人数

で，それぞれ，W1，WJ，WKとなる。

WL＝ZG＋ZH＋ZI……･……………………｡⑳

WM＝WL＋ZJ･……………………･…………03）

WN＝WM＋ZK＋ZL．．………………………．｡“I

やや良材の枝打商3．5，，4．5，，6．5mまでの延

人数で，それぞれ，WL，WM，WNとなる。

Listl920～1945ではf?用価をlOOOIIl単位とした

整数に直し，Listl980にRETURNする。

Listl980～2000で，雌良材の伐用価，人数を100

年までプリントする。

List2010～2145では良材，やや良材の賀用価・

人数をプリントする。表－10は雌良材の時を例示し

たものである。

⑨材械Volume

List4()10～4150→

プログラムメニュー「ザイセキ」の僻｝8を選択

人力する。Chose(〕fP1･()偶rilmMenuNumbcr“6”

List5500～5520→

IY1極FGの悉号を選択人力し，樹商}1，胸師'1:径

D，単木胸高断而械I〕G，jii木材欲V，立木本数N，

胸商断面俄計XI〕G，材械NVの項|］をプリントする。

List5525～5555→

Ll)＝LD＋l…･………･……………………….,95

1」)；材械計算''''数。樹i曲ill，胸i航I1I:従I)，立木

本数Nの11'〔を人ﾉjする。各仙のいずれかが0ならば，

人ﾉjのやりIIfし，11＝＞999ならば，Lisl5580へ

（後述)。

G()SUl3221()～2270

V＝l()↑（-4.1992744＋1.858214.1』OG（1））＋

0.9851158．LOG（H)）………………．．…961

V；ザツの単木立木材械Volume

V＝10↑（-4.121＋1.88．LOG（D)＋0.8855．

LOG（H)）･…………………･…･…………97’

V＝10↑（-4.11＋1.88．LOG（D)＋0.863．

LOG（H)）･………………………･………趣1

V；卯式は胸高直径Dが22cm以下の時，唾式は22

cm以上の時のマツ単木立木材械。

V＝10↑（-4.1279＋1.9367．LOG（D)＋0.8124

．L(〕G（H)）・0.8896……………………･99）

V＝10↑（-4.317＋1.922．LOG（D)＋1.068．

LOG(H)）・0.8866……｡．……………･…⑳

V＝l()↑（-4.20146＋1.7862．LOG(1))＋

1.06966.L()G(H)）・0.8896…………．．⑳

V；⑲式は胸商直径DがD＜10の'1#，⑩式は10≦

、＜20の時，⑪式は20≦Dの時のヒノキ単木立木材

欲。0.8896は補正値81である。

V＝10↑（-4.2038＋1.8196．LOG（D)＋

1.0257.LOG(H)）………………･………⑫

V＝10↑（--3.9245)＋1.6644．LOG（D)＋

0.98815・LOG(H))･…………………･…⑱

V；⑫式は胸商直径DがD≦30の時,⑳式はI〕＞

30の時のスギ単木立木材欲である。

VV＝V・N……･……………………………･…⑩

VV；立木本数N当りの材械StandVolume

List5560～5575→

LE＝LE＋V・N･…･…………………………．⑯

LE；材制合計(㎡）TheTotalStan〔lVolume

LF＝Lド＋I)．N･･……………………………．⑩

LF；’1"師11稚合計（c､）ThcTotalB.I〕.H・

IJI＝LII＋H・N…………………･……………⑩

LH；樹高合計(、）Tl,eTotalHeightTr“・

LG＝LG＋N…･……………………………･…⑱
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LG；立木本数合計(本）TheTotalNumber・

LR＝，．D・"/4．……………………･………⑩

LR；単木の11“i断而械(c㎡）BasalArea

LS＝LR．N…･………………………･………⑩

LS；N本の胸間断而械(C㎡）StandBasalArea．

LT＝LT＋LS．．………………………………．⑩

LT；胸高断面合計(c㎡）TheTotalStandBasal

Area．

次に，LD，H，D，LR，V，N，LS，VV，の各

値をプリントし，List5525へと繰返し計塊とプリ

ントをする。i;1．算が終れば，樹高Hに999を人力す

るList5580へジャンプする。

List5580～5590→

各値の合計価や平均価をブ'ノン卜する。

⑩曲り木本数BendingTreeDensity・

List2300～2345→

林分椛造から林分を評価する場合，画一的な平均

価格や市場の並材価格等だけで評価するよりも，価

格に雌も影稗する曲り木の本数を情報として入れて

おくと，評価はより正確なものになる。

曲り木の本数率は主として樹種や除iMl伐等によっ

て異った価となるが，下刈が充分でなかった林分や，

ヒノキの一鍬植えによる根曲り等の林分では，40％

以上が曲り木本数率となる場合もある。このような

特殊林分を除くと無|M1伐状態のヒノキ林分のIMIり木

本数率は25％～35％の範囲（但し，1番丸太）とな

りその頻度分布は30％に集中するようである。スギ

は実生スギとｲIIiスギによって曲り木本数率は異なる。

実生スギの無間伐林の曲り木本数率は20％～25％で，

頻度分布はこの純附内で一様体に近いものとなり中

央値が22.5％である。柿スギでは，ヤブクグリが100

％曲り木となるが，ナカムラスギ・ヤマグチが10％，

ホンスギが急斜地で20％，緩斜地で10％となり，品

種や地形によってまちまちの曲り木本数率となる。

県~ドの柿スギ造林地は県南部の急峻な附析斜面に多

いことと，ヤブクグリ林分が極めて少ないことを考

慮して，柿スギの無間伐林分の曲り木本数率を15％

とした。

曲り木は林木の生長とともに若干通直なものとな

るが，完全に通直になるには曲りの程度にもよるが

排迩は8()～100年以上の年数が必要である。しかし，

この場合でも偏心が価格に影禅し，市場では厳しく

分類されて撒械される。

従って，低{Ili格要1人lとなる曲り木本数率を少なく

する方法として，除|M1伐が一般的に行なわれている。

県下の除'''1伐による曲り木本数率の変化は次式で

示される。

FL＝(MX＋16/〃・ATN((4000-NP)/200)）

．（N＋'000－0．8．NP)／（0．2．NP＋1000）

….…………………………………………⑫

FL；立木本数N本時の曲り木本数率。MX；無lMl

伐時の樹種別曲り木本数率。ここで，除間伐の結果

立木本数Nとなることが条件で，無間伐の場合は

FL＝MX／100となる。

除間伐条件としては，後述する棚対幹距IPを用

いることにする。Ben〔linRPercent．

⑪素材rli鋤価格WoodMarketPrice・

List2350～2595→

素材の市場{Illi格は地域や時系列によって変化し，

一定ではない。市場の市況価格は市日ごとに「出来

値表」に示され，人出荷時の参考にされる。

出来値表は曲り材・安値材（低質材）・中値材(平

均値，並材）・商雌材（年輪幅が均一で，節が少な

い材）等の品W『区分と材長・末口径によって分けら

れ，㎡当り価格を樹種別に記載したものである。た

だし，杭木等の小径木については本当り価格となっ

ている市場もある。

出来値表の樹種・品質・材長・径級等の各区分と

同じ材が市場に入荷することは稀であるが，常に

入荷される櫛造材の土台角（径級14cm～16cm，材長

4m）の並材を中心に他の形質区分との比較をする

と，水害等の復旧滞要がある時には安値材が並材価

格に接近したり，径級12cm以下の小径材価格が径級

14cmの土台角価格に近ずく傾向が見られるが，これ

は短期的なものである。また，外材との関係では，

南洋材価格が*11対的に商い時には，南洋材ベニヤ等

の代替材として，小径材を野地板等に多用するので

小丸太の価格が商<なるようである。

ところが，2年以上の期間で見ると，他の形簡と

の価格比はほぼ一定となり，相関係数も0.9000以
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上!‘昨'7’（||僻1145年～'1緋'150ｲドの111,米ii1i表）の商い数

値となることから，短期的なlIlli格変伽は狭差として

示され，その誤差は小さいことを意味している。ま

た，林業が超長期生産業であもことを考臆すると短

期的価格変伽は無視してもよいと思われる。

市j肋の総平均価格（)“↑オール{Illi格とIIfばれてい

る）は，市j脇の特徴によって，’''1伐材の多いものや，

良Wi材''1心に集荷するもの報によって異なり，同一

材f'iでないことから材価の比較は出来ず，市場間の

優劣はつけにくい。ここで，各市場（九州各県の市

場）の出来値表について土台角を'''心に兄ると前記

と同様の価格比となり，キ11関も極めて商いものとな

るが，土台角そのものの価格は北部ﾉL州域がわずか

に商いようである。

前記の*11関係数は高いものの，これを材蹴別に兇

ると間価材の札l関係数がやや低く，誤差もやや大き

いようである。この理由としては，商値材の材蘭に

はｷI|当の幅があるにもかかわらず，出荷雌が少ない

ことから，一括して商値材として出来値表に示して

いるためである。

そこで，本プログラムではi”Wを良材と商品閲

材の2つに区分することにし，前記の枝打の項で述

べたやや良材は並材と良材の中間的品磁とすること

にした。商品質材は3面無節材以上の材頃を主体と

し，1面無節が若干含まれる推禎とする。良材は2

面無節材から上小節程度の捜械とする。やや良材は

一般柵造材にやや多くの上小節材が含まれる捜穣と

する。

以上のことから，地域や時系列に変化する市場価

格を基準材価比でとらえると材価の予測が可能にな

るが，これは，スギとヒノキの基準材価を別々にし

た時で，同一樹種間において相関係数が高く，価格

の推定W1度が高いことを意味している。

スギとヒノキとの市場価格を艮期的に兇ると，そ

の価格比は一定ではなく，その変化度合も予測しに

くいものとなっている。

スギとヒノキの基準材価比（並材の材農4m，径

級13cm～16cmの価格比）は昭和30年代の後半から次

第に大きくなり，昭和51年と52年には異常なまでに

価格比は大きくなり，ヒノキ材{Illiが||対的にi断<な

った。ところが，昭和55年上『iから俄かずつ小さくな

り，｜l({'157年と58年には，さらに小さくなった。こ

れらの側向はヒノキ材？ﾙ紬，特に新設住宅椅工戸数

と深い|H1係があると想伽l}来る。ヒノキの濡要!』tは

スギに比べ琳減が少ないのが特徴のようであるが，

今後のヒノキ供給敬は剛力|Iすることが全隆I的な齢級

別､i仙から予測され，滞嬰jltに対するヒノキの琳加

1ﾘ'1合はスギよりも大きいことから，ヒノキ材{illiはス

ギ材{llliにより近ずくものと思われる。

従って，基準材価は樹巾I別に決める必要があり，

ここではスギとヒノキについて，並材で材長4m，

末11径14cmの㎡当り単価を1.00として他の形iIiの価

格比を求めたものが|叉1－1と図－2である！‘'･17'。
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図－2ヒノキの末口径と価格比
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なお，建築検査においては，規格材を用いても，

国産材には背（丸味）がついていることから，寸法

等力磁し<検査の対象となるため工務店では外材を

用いることが多くなっている。

従って，国産材の製材利用率も低く<なる傾向も

兄られ，催かの径級や曲りが問題となり市場価格に

も影聯している。

これらのことから2cm括約では価格予測値の誤差

が大きくなるので､､単位までの径級と価格との関係

を求めることにした。

図－1と図－2からは径級の変化に対して連続的

に価格比が読み取れる。

図－2のヒノキの柱角（材長3m，径級13cm～16

cm）の価格比は高いことから，1番丸太末口径が17

cm（胸高直径21cm弱）以上になると林分の評価が下

がるのではないかと言う意見もあるが，これは短材

の㎡当り単価であって，短材の材積を乗じた短材1

本当りの価格はあまり差がないようである。また，

各短材をつないだ，樹間長当りの価格になると2番，

3番丸太等も価格に影稗することから，大径材程価

格は高くなる。

これを林分として兇ると生長につれて立木本数の

減少によるマイナスを考慮しても，大径材程林分価

格は高くなり，太り過ぎ等を理由とした伐期概念は

誤まりのようであり，㎡当りの短材価格概念を即，

林分管理に結びつけることは出来ない。

図－1と図－2の価格比数曲線は複雑な曲線とな

っており，径級と価格比との関係を1つの式で示す

ことは困難である。

そこで，曲線の変換点と変換点を結ぶと，その2

つの変換点の間は〃＝α韮十6という簡単な式で示す

ことが出来るので，各変換点のェ軸，〃軸の値を図

から読みとって2点間の式を求め，各式の有効なェ

の範囲を限定する方法を用いた。

ここで釘は径級FPであるから，径級FPの範囲を

スギの時はList2365～2400に示すように8つに分

けた。ヒノキの時はList2450～2490に示すように

9つの範囲に分けた。

次にF1とF2は曲り材のαと6の係数価である。同

様にαと6の係数価は低閥材でF3とF‘，並材でF5と

F‘，良材でF7とF‘，商品閥材でF,とF0となる。これ

らの具体的数値についてはListを参照する。

List2540では，スギとヒノキの径級に応じた立

米当りの価格比を次のように求める。

F1＝F1・FP＋F2……･……･………………⑩

Fz＝F3．FP＋F‘…･…………………･…･…⑩

F3＝F5．FP＋F‘…．．………………………．⑮

F‘＝F,．FP＋F‘……………………………⑯

F5＝F,．FP＋F･……………………………⑩

F1;㎡当りの曲り材価格比,F2;㎡当りの低髄材価格

比，F3;㎡当り並材価格比，F‘;㎡当り良材価格比，

F5;㎡当り高品質材価格比である。ここで注意するこ

とはF1～Fsの各値が当初線形の係数値であったが，

股終的には材質別の㎡当り価格比となっている。こ

れについては記号を再利用すると記憶容量が少なく

て良いからで，この他にも用いている。

また，ここでの価格比は材長4mの場合のみであ

ることに注意する。これ以外の材長については記憶

容並の関係でプログラムできなかった。

前後するが，材価の時系的予測については片岡秀

夫著「林業経済論｣'‘'の経済的要因を総合的に数堂

化する方法もあるが，記憶容量が少ないこと等の理

由から，時系的予測は行なわず，時系を静的にとら

えた基準材価を用いることにした。そして，時系的

変化を検討する場合には，基準材価の変化前と後に

分けて2度入力することにして，その計算結果を比

較する方法をとることにした。

F,～F5：TheValueRatoofFiveRank．

また，基準材価の具体的数値はList2355にスギ

FO＝26,000円，ヒノキFZ＝45,000円となっている

が，地域と時系変化を合せてプログラム変更する。

⑦幹曲線StemCurve

林木の根元から梢端部までの樹幹形状がわかれば

任意の地上商における無皮直径がわかり，立木のま

ま末口径・素材材槙の計算が出来て，市場価格推定

基礎資料となり，適正な採材方法も予め推定可能と

なる。

このような樹幹の形状は幹曲線式によって示され

る。幹曲線式は相対幹曲線式と絶対幹曲線式の2つ

の方法がある。筆者もヒノキについて，これらの幹

曲線式を1Wいて解析を試みたのであるが，全体の相
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関係数は極めて商<，推定粘度が商いことを示して

いるが，1'1大従木の根元部の適合度がやや悪い5ﾙ1，'。

そこで，これらの原因を究Iﾘlする観点から，誤差

部位がF1視的にIﾘlらかになる図ｷ11関解析（これも，

絶対幹曲線式のl棚）を試みた。この結果，ホ'1関係

数は0.9956で根元部の推定粘度も商いことから，ヒ

ノキは図相関解析による幹曲線式81を用いることに

した。

スギについては長浜三千治（1981）の提示，'した

実生スギと柿スギ（ヤブククリを除く）の場合の2

つの幹曲線式を用いることにした。

List4010～4150→

プログラェ,メニュー「ホソリ」の番号7を選択入

力する。ChoseoftheProgramMenuNumber“7:，

List5600～5660→

品種FGの指定番号を選択入力する。FT＝0．2，

FS＝OoFT;地上高(､)であり，初期値を0.2mとし，

伐根高が0.2mであることを示している。FS：地上

部から梢端部へ向った丸太番号の順番でOは初期値

である。

次に，樹間H(､)，胸i卿i直径D㈱の各値を入力する。

FT＝FT＋l……………………………………⑱

FT;初期値0.2mを起点とした1m毎の地上商FT

を求める。DistancefromtheBasal

FS＝FS＋1．．…………………………………⑯

FS:丸太番号を求める。NumberoftheRund

Wood・

GOSUB2615～2697→

ここでは，地上iwiFT時の無皮末口径FPMを求め

る。（FP;DiameteratTopEndoftheRund

Wood・

ヒノキの末口径FPは説明変吐として，樹高H,胸

高直径D，地上商FTを用い最終式は次式のように

なる。

FP＝（FV－FW・FX↑（H－FY)）･D－FU

……………．．…………………⑭

この式中のFV，FW，FX，FY，FUの各変数は

次の式で，前もって求めておく。

FU＝-0.1768-1.8416..0.03962↑（FT-0.2）

．…･…･…………………………⑭

FV－（0.9524-0.26.FT＋0．8149．0．1016↑

（FT＋0.4))＋0．1845．10↑（－6）・

FT↑3.808……………･…．⑫

へFT≧3.2ならば

FW＝0.6540-0.0082.FT・…･…………｡⑭

3.2≧FT≧1．2ならば

FW＝-0.3767＋0.3139.FT……………⑭

FT≦1．2ならば

FW＝-0.4680＋0.3900.FT・………･…⑮

FX＝0.73＋0.27/'r・ATN（(FT-6.4）／1.8）

．…………･…･…………………⑬

FT≦1.2ならば

FY＝4.78-2.4.FT………………………⑭

FT≧1.2ならば

FY＝FT＋0.7-1.01227.（0.1652.10↑

（－5)）↑（1－FT/H）．．⑱

なお，ヒノキの幹曲線式の詳細な説明については

筆者1982：「ヒノキ幹曲線｣81参照されたい。

スギの場合は'1実生・挿スギの係数値を次のよう

に与え，⑲式と⑲式で末口径FPを求める。

記汚実生スギ柿スギ

GB-1.138654－0．47518

GC2.5268861.OO9909

GD-1.396458-0.5573l7

GE3.2164432.508017

GF-4.719646－3.l26393

GG2.450481.571873

GH＝（H-FT）／（H－1．2）・…｡.…………⑱

FP＝（(GB．D/H＋GE）・GH＋（GC.D

／H＋GF）・GH↑2＋GD.、/H＋GG）

．GH↑3）．D･………………………．⑲

次に，スギ，ヒノキの末口径が3cm以下であった

り，梢端部から1m以下の範囲は極細径であるため

に売買の対象外となるので，FP＝0として無視す

ることにした。

これらの計算が終るとList5640にRETURNし

て，地上間FTと無皮末口径FPの推定値をプリント

し，次の地上高FT時の計算，プリントを繰返し行

ない，無皮末口径が3cn1まで行う。

これらの結果例を表－9に示す。

TheStemCurveValuewasShowntheExam‐

pleintheTable－9．
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Ⅲし，ここで求められる末I言l径はスギとヒノキの

場合のみで，他'淵種については記憶容雌の関係で

プログラムにしていない。

⑬樹商地位・樹商生長Heigl,t-Classan(l

HeiRl1tGrowth、

List4010～4150→

プログラムメニュー「チイシスウ」の番丹5を選

択人ﾉJする。

List5400～5495→

林齢Tと樹商Hの値を入力し，樹棚指定番号を選

択人力する。

GOSUB2755～2795→

40年時樹商地位H‘(風を現在時樹間Hと林齢Tを説

明変11(として求める。

スギの場合は西沢‘‘（九州大学名誉教授）の数式

を川いて樹高地位H‘を求める。

11‘＝H／（3.126-2.747.0.9584↑

（0．2．（T－lO))）…………⑲

ヒノキ場合は筆者の式5'を〃lいて樹間地位H‘を求

める。

H‘＝1．078．H／（1.546.0.8187↑T＋1.3366．

LOG（T）-1.0637）．．……⑫

⑩式と⑫式は選択された樹械に対応して求められ，

List5450にRETURNする。

List5450～5460→

40年時樹高地位H‘の値をプリントし，次の樹商生

長の計算項目をプリントする。

GOSUB2710～2745→

林齢T年時の樹高Hを推定する。

スギの場合は西沢‘'の⑪式を変形して次式により

樹間Hを推定する。

H＝（46.96-41.252.0.958↑（T/5-2))＋

（(H‘-15）／2.65)・0.1764..⑬

ヒノキの場合は⑫式を変形して次式により樹商H

を推定す-る。

H＝（1.0546.0.8187↑T＋1.3366．LOG（'1,)-

1.0637）．H‘/1.078……………⑲

この時，樹商Hは樹種指定に従って，計算を行う。

そして，List5470にRETURNし，林齢Tと樹商

Hをプリントする。

次に林齢Tに5年を加算し（T＝T＋5），同様に

樹間Hの計算とプリントを繰返し，林齢100年まで

統ける。なお，この計算結果例は表－7のとおりで

ある。TheSt【mdAgesan(lHeiRl,lGrowt}，al)out

theProductivitvClasswasShowntheExample

intheTal)le－7．

ただし，ここでも，記惟容},tのlMl係でスギとヒノ

キしかプログラム化していない。

⑭林分栂造Stan(lComI)osition

林分構造については先のプログラムメニューの項

で述べたように林分の状況や変化を示すもので次の

3つの方法がある。

a、樹高，胸高直径，立木本数，材禎のうち，い

ずれか2つの値を基準に他の価を推定する安藤の方

法201211。

b・樹高を基準に立木本数や材械を推定するスワ

ルノスキーの式を応川した小河221，竹下等231の方法。

c、樹高地位，林齢，立木本数を蕪準に任意林齢

時の樹高，胸間直径，立木本数のif〔を推定するヒル

ミ式231を応用した西沢等‘)の方法。

これら3つの方法の中で，西沢等‘'の方法が時系

列で求められるように，推定式が提示されているこ

とから，林業経営計算上雌も，都合が良いのでこの

方法を用いることにした。

List4010～4150→

プログラムメニュー「リンブンコウゾウ」の番

芳lを選択入力する。ChoseoftheProgramMenu

Number‘‘1”．

List5070～5085→

林分構造のメインプログラム。MainProgramof

theStandComposition、

List5000～5065→

ここでは，林分構造に関係するIiI然立地や施業条

件を入力する。

まず，樹樋番芳FG（VarietyNumberofthe

Tree.）及び，施業方法の番号SE（WorkingMeth‐

odNumber）を選択入力する。施業方法は次の8つ

とする。

No．施業方法WorkingMetho(1

1．無間伐施業ThinninglessW()rking．
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2．間伐施業Thinnin関WoI･king

3．3～4m枝打「やや良材」施業（無ﾀ節）

DelayedPrunning-WorkingfromBasalto

3～4m

4．3～4m枝打「良材」施災（2～3面無節）

Prunning-Workingfr()mBasi1lto3～4m

5．3～4m枝打「蚊良材」施薬（無節）。

RapidTimePrunning-W()rkingfromthe

Basalto3～4m

6．6m枝打「やや良材」施業DelayedPrun‐

ning-WorkingfromtheBasalto6m、

7．6m枝打「良材」施業Prunning-Working

fromtheBasalto6，．

8．6m枝打「最良材」施業RaI)idTimePrun‐

ning-WorkingfromtheBasalto6m．

ただし，枝打施業は間伐が含まれることを条件と

する。

次に，間伐の条件を入力するが，’111伐対象木や時

期についての目安として，劣勢木，曲り木，年輪幅

や形状比等々の1本1本の形Wiを主体に決められる

が，ここでは，樹高を基準にしたｷIl対幹距を用いて，

間伐時期や林分当りの間伐本数を求めることにする。

そして間伐対象木は副林木や曲り木諜を主体とする

ことにする。

相対幹距IH（RelativeDistanceofStem）は自

然枯損程度の立木本数の減少ならば林分の生長に伴

って小さな値となることからﾎ11対幹距IHが一定の値

以下にならないように間伐をし，この時期を間伐時

期とする。一定の値をここではlMl伐指定相対幹距

IP（RelativeStemDistanceofthinningTime）

とし，その値を入力する。

間伐指定相対幹距IPは，ほぼ20を中心に，限界本

数（後述）の大きい値を示す樹種（スギよりヒノキ）

や地位（高地位よりも低地位）の場合，大きめのIP

値が適当である。

林分の疎密度等の仕立本数からは疎仕立本数にす

る場合が大きめのIP価とする。また，実生等の曲り

木や劣勢木が多い林分では大きめのIP価とするのが

適当である。

続いて，植付本数NP（PlantingNumber)．10年

時立木本数IL（StandDensityNumbcratTen

Ages），妓終間伐指定林齢JN（TheAgesofthe

LastThinningTimc），樹間地位H‘（Sitelndex＝

ProductivityHeight／40Ages)の各値を入力する。

InputtheFG，SE，IP，NP，IL，JNandH‘・

List5070→

JZ＝1；List51()0のJZ＝2とList3020との関係は

別メニューとの|X別をして，プログラムの流れを変

えるためのもので，林分椛造の計算価とは無関係で

ある。

IH＝40．………………･………………………⑮

IH;40は相対幹距の初期価，40isthebeginning

ValueofRelativeStemDistance、この値は厳密

には計算で求めるべきものであるが，除間伐を行う

時期の値とはほど速い大きい値ならば支障はない。

GOSUB2815～2850→

メニューの題名，施業方法，樹種，樹高地位，10

年時立木本数，’''1伐指定ﾎ11対幹距等の各条件と見い

出し及び計算項｢lをプリントする。前後したが，プ

ログラムがRUNされた段階で，林分構造に必要な

初期値等がList2700～2810で入力されていること

に注意。

GOSUB2710～2745→

先の項で述べたように，林齢T年時の樹高Hを求

める。List5000とList5075から，林齢Tは最初が

10年時で，次からは5年毎となる。従って，この時

点では10年時樹商Hが求められている。ItisEsti‐

matedHeightGrowthatTAges・

GOSUB2875～3045→

林分構造を推定する上で，各時系の値を全て記憶

する容杜がないために，前時系値と関連のある値の

み，別な記号を用いて，受渡すことにし，大半は

“はき出し方式”として，時系毎に計算，プリント

を繰返すことにした。このため，システム上複雑な

ものとなっている。

なお，上記以外の'''1伐の複雑な条件も組合せた

“林分櫛造プログラム”（仮名）については記'億容

量の関係から別途|M1発中である。

林分構造推定式の雑本的な考え方については西沢

等「福|M1県水源の森雅本洲盃報告蔀2)｣‘Iに譲ること

にして，ここでは推定式とシステムについて概要を

述べることにする。
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List2875→

IG＝0．………･…･………………………………⑯

IG;間伐本数の初期値，ThebeginningValucof

ThinningNumber

T≦10ならば．……………………･……･…⑲

N＝IL・………･……………………………．⑯

林齢Tが10年以下の時は10年時立木本数ILを立木

本数Nの値にする。

IT＝2または，IT＝1…･……………．．…⑲

IT;年輪数の倍率，MagnificationofAnnualRing

Number・年輪幅の計算（List2995）では簸初のみ

10か年の年輪幅でそれ以降は5年ごとの年輪I隔にす

るので，年輪数の倍率を10年時だけIT＝2とし，

以降はIT＝1とする。

ここで，説明を簡略化するために，無間伐施業で

林齢Tが10年時を仮定して説明する。

List2880→

JN＝10ならば………･…………･…………⑲

条件を満足するので（List5060参照）

1M＝D…･………･………………･……………⑩

1M；5年前胸高直径DiameterBreastHigh

FiveYearsAgo(c”T年時の胸高直径Dを求める前

にT－5年時のD値を1Mに入れる｡林齢10年時では，

特別に10年前の値を入れるため，1M＝0と入れられ

ている。

IS＝JN……･…………………………･………⑩

IS；初期（10年時）立木本数IL時の林齢でIS＝

10となる。TheBeginningValueofStandAge・

List2935～2960→

1K＝N……･………………………･…･………⑩

1K；5年前立木本数，StandDensityNumber

FiveYearsAgo、1KにNを入れる。

FG≦4ならば．…………･……………･……⑲

条件が満足すれば，ヒノキの主副林木の生焚に関

する係数値IC～I，（List2955～2960）を入力する。

条件を揃足しない時はスギの主副林木の生及に|奥I

する係数値IC～I，（List2940～2950）を入力する。

TheGrowt}’CofficientValueofCryptomeriaor

C，obtusaisinputedfromlo，to19．

List2965～2970→

IQ割2-13．LOG（H4）……･……………･･…⑯

IQ;樹間地位H‘ごとの限界本数の指数値Theex‐

ponentValueoftheLimitNumber．

N＝10↑（IQ＋EXP(11．（T－IS)）・

（LOG（IL）－1Q)）…………⑯

N；立木本数で，自然疎開本数である。11はヒル

ミ24}によると地位によって変化せず，一定であり，

マツ・トウヒ・ナラ等の樹種によって異った脳にな

ると述べている。西沢等‘'は1,の値をスギ-0.0146,

ヒノキ-0.0356と述べているが，スギ等のように品

祁によって樹形が異なる25'ことを考えると，品種に

よる差も大きいことから，今後の問題点として，品

種別の1,値の研究は重要となってくる。

I()＝10↑IQ…………………･…･……………．⑩

I()；限界本数LimitNumber．

’()≧ILならばN＝IL………･……………．．⑯

地力が低く〈限界本数が大きな値であるのに対し

て，植付本数が少ない時に条件を満足する。この場

合には自然枯択しないので，10年時立木本数ILが

立木本数Nとなる。

List2975～3015→

IC＝10↑（I‘-15．LOG（N）＋I‘・LOG

（H)）・………………･…･……⑲

IC；胸高断面領平均直径(c”lDiameterofBreast

HighArea（BasalArea)．

D＝17＋18．IC・……･…………………･………⑧

D；平均直径{c”DiameterBreastHeightof

Average・

IR＝0.1764.H…･･………………………･…⑲

IR；スギ樹高の標準偏差(”StandardDeviation

ofCryptomeriaHeight．

IR＝0.1655.H＋0.3……･………………･…･…⑲

IR；ヒノキ樹高の標準偏差I閲KiStandardDeviation

ofC・obtusaHeight・

ID＝（(IC/D）↑2－1）↑0．5……………⑬

ID；直径変動係数AppreciationCof{icientof

DiameterBreastHeight・

ID＝D・ID…･…………･………………･……⑲

ID：直径の標準偏差IC,mlStandardDeviationoI

DiameterBerastHeight・

II〕＝D＋2.6．ID･………………･……………．⑮

ID；鮫大直径Iど卸DiameterMaximum．
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IE＝D－2．6．ID………･……………………｡⑬

lE；雌小直従信廓I)iameteI･Minimum、

1A＝H＋2.6.1R……･……･…………………⑰

1A；雄大樹間!‘”HeightMaximum．

IB＝H-2.6.1R…･･…………………………．⑬

IB；雌小樹間ImHeightMinimum・

IH＝l()↑6／（H・K↑0.5）…………………⑬

IH；キ11対幹MliRelativeDismnc(､(》fS“、．

II＝H・lOO/D・…･……………………………⑪

II；形状比IC画FormQuotient、

1J＝（D－IM)/IT.．…………………………⑪

1J：年輪幅I…AnnualRingWi〔lth．

』F＝IK－N…………･……･…………………⑲

JF；自然枯拙本数Number()fNaturalWith"．．

IG＝JFならばJN＝0．．…………………⑬

条件が満足すれば枯批前に間伐することになり

JNは0となる｡ここでは，無'''1伐で10fli時を仮定し

ていたから，条件は満足しない《，

List3025～3035→

各推定価をプリントする。Tl,eyareprin“〔les‐

timationvalues・

List3040～3045→

1K＝N……．．…………………………………⑲

1K；次のT＋5時から兇て，5年前の立木本数と

して，1KにNを入れる。

N5＝1M…．．……………………………………⑯

N5；間伐5年前胸高直径,‘凧,Di&lmeterI)efore

ThinningFive碇ars.。無''11伐施業のHfは撫側係な

値となるが，間伐施業の時は'111伐後からさかのぼっ

て数えて2Iijl前（間伐前と5年前の21ul）が5年前

の胸高直径となるからである。従って，’111伐後の年

輪幅等を求める時はNs，無間伐やlMl伐前の時は1M

を用いる。

1M＝D…………………………………･……．⑯

1M；5年前または間伐前胸i師I‘I:従Ir風lFiVeYears

ARoorBefoI･eThiI1ning，Diamete1、Br“st

Height，

これで,無間伐施業の10年時の作災を終り，List

5085にRETURNする。

次に，List5075で，林齢Tに5年を〃11算し林齢

Tが15年時のi汁算とプリントをlOfl§'1,fとlil様に行な

い，林齢Tが95年まで繰返し作業する。この繰返し

でただ一つ災なものは林齢Tが15年からは⑲式を経

由せず，その代りに，同じ役11を果すList2876

T≧JNの条件を満足する形で作業が進行する。

以_|:で，無'''1伐の説|ﾘlを終り，次に，’''1伐施業の

説IﾘIをする“

List2885→

IH＞IPならば…………･……………………｡．⑬

間伐期はｲ'1対幹MIilHの価がlMl伐指定*11対幹距IP

より小さい価の時である。表－1を例にすると，林

齢Tが25年であるから，間伐前の状態は無間伐施業

と同じ価がプリントされている。そして，次の林齢

30年の計算をしようとすると，IH＞IP,の条件を満

足しないので，5f|晶前の林齢25年時の間伐後の推定

をするList2890にジャンプする。

List2890～2920→

T＝T－5…．｡……………………………･……⑲

林齢TをIMi伐後の林齢に灰す。

1M＝N5．…………･…………･…･……………．．⑬

GOSUB2710→

すでに，List5080で林齢Tが30年時の樹高が求

められているので，林齢Tが25年時の樹高値Hを求

め直す。

FM＝FM＋1…･……･………………………⑩

FM；間伐|､l数TheNumberofThinningTimes・

間伐のIul数によって材I'iが向上するので，林分評価

（次頁で述べる）報で11lいる。

FG≦4ならば………………………………⑪

条件をi'尚足するならヒノキ，油足しないならスギ

を意味する。スギの場合は主林木の生焚に関する係

数値I‘～I。（List2895）を入力するが，ヒノキの場

合は主林木の生豊係数値が求められていないので，

前記の主副林木の値をそのまま用いる。

1N＝N…･……………………･………………⑫

1N；間伐lil立木本数，TheNumberBefore

Thinning．

N＝(100/(11.1P/100)）↑2…………………｡⑱

N；｜M1伐後立木本数TheNumI)eI･AfterThinn‐

ing．｜M1伐指定ﾎ11対幹MlilPをﾂ,噂準に立木本数Nを

求める。

I(;＝1N一N……………………………………｡⑪



福島：林業経営のシステムプログラム 79

lG；間伐本数ThethinningNumher．

以下，List2975へジャンプして，無IMI伐と同じよ

うに計算とプリントを繰返し，’''1伐指定林齢JNま

で間伐前と'''1伐後に分けられる。

指定林齢JN後はl()がlillIlは主林水生長（List

2876のT＞JNならば）をﾘｰることにして，それを

過ぎると主刑林木の生災をするようにした。これら

の結果を炎－1に例示する。Stan(lC()mI〕osition

wasSh〔)wntl,eExaml〕leintheTable－l．

⑮林分評価MarketV&llue()fStan〔1．

ここでは，ilij州出荷時点の価格を求める。

List4010～415()→

プログラムメニュー「リンブンヒヨウカ」の番

)2を選択-ﾘー る。C},Cse()f【1,eProgramMenu

NumbGr“2”．

List5100～5170→

林分評lllliのメインプログラム。MainProgram

ofMa】･ketValu(¥、

GOSUB500()，List5()00～5065→

先に述べたように，施堆ﾉﾉ法や141然立地条件を人

力する。

List5105→

T＝T＋5．T≧100ならば．………………．⑮

林齢Tに5年を加え，林齢Tが100年になると作

業を終了する。

List5110→

GOSUB2710，List2710～2745→

先に述べたように，林齢T年時樹間を求める。

GOSUB2875oList2875～3()45→

先に述べたように，林分椛造の平均航や雌大値，

峨小値等を求める。

List5110～5130→

lH＝IPならば…………………………･……⑯

この条件が柵足するⅡ↑はlIIl伐111:後である。林分評

価は≦li伐，或いは''11伐前の,郡{illiを対象とするので，

この条件を湖足する時は評{IIliしない。

罰難|－－0
林齢Tが30年，40年，60年の時のみ林分評価を行

う。評価時点のj剛11,変災をしたい時はこの部分の

プログラム変更する。

List5165→

GOSUB3110oList3110～3125→

題名と施莱方法，自然立地聯の条件及び，計算項

目等の兇い出しをプリントする。ThcyareI〕rinte〔l

thetitleandtheetc・

GOSUB3350o

樹高H・胸冊加11:径I)は平均1Kであるから，これを

9階級に分け，立木本数Nも各階級別に求める。

List3360～3380→

JC(J)；階級別の立木本数NumberofStand

Class・で，Jはl～9までの変数。

なお，これらはワイブル分布から得られる。例え

ば，樹商11の階級とその累械分布との関係はArc‐

tan曲線に近似した曲線になる。このことから，階

級区分数を決めれば，各階級ごとに碓率分布は一定

になる。』1.体的にJC（1）の時はJC（1）＝0.03

2．Nとなり，雌初の階級における確率は0.032で

ある。

List3390～3410→

JA(J)＝IE＋(ID－1E)/10．J．…………･…⑱

JA(J)；J階級の胸商直径(c､)l〕iameterBreast

HighofJClass・

JB(J)＝lB＋(IA－lB)/10．J．…………･…⑱

JB(J)；J階級の樹商(c､）HeightofJClass．

次に，D＝JA（J)，H＝JB(J）とする。

GOSUB2210→

JA(J)：JA(J）に対応した単木材欄V(㎡）を求

める。

List3420→

JD(J)＝V･…………………………………･…⑭

JD(J)；J階級の単木材袖(㎡）VolumeofSin‐

gleTreeofJCli1ss・

JE(J)＝V・JC(J)…･…………･……………⑪

JE(J)；JNf級の材祇Iil･(㎡)VolumcofJClass・

JG＝JG＋JE(J)……………･…･……･………⑫

JG；J階級まで材枇合計。T()talVolumefrom

FirstClasstoJClass・

FT＝0.2…………………………………･……⑲

FT；伐根商HeigI1toftheStub．
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GOSUB2610→

FT＝FT＋4．………………………･…………⑱

FT：地上.商HeightfromtheBasal、先の説Iﾘl

では1m征の末口径FP(DiameteratTopEn(lof

theRundWood）であったが，ここでは4m毎の末

'三1径FPとする。

採材災は任愈の採材陵の組合せにより，雌適長を

選択する方法が良いのであるが，先の材価と同様に

記･臓容1，tの|則係からi、一的に4mにした。

List3430→

JF(J,K)＝FP･………………………………｡⑮

JF(J,K)；J階級のK番丸太の末口径（c､）

DiameteratTopEndofKLogNumberofJCla－

ss．但し，Kは1～10の変勤とする。

GOSUB2305～2345→

先に述べたように曲り木の本数率FLを求める。

GOSUB2360～2595

末1－1径FPに対応した材閥別の㎡当り価格比を求

める。

GOSUB3155～3345→

施業別・丸太番号別に材質区分の出現頻度を求め

る。

無間伐及び間伐施業の時。AttheThinningTime

List3155，List3165→

1番丸太の時。AttheFirstLogTime．

K,＝-0.04．FM＋FL･…･…………………．⑯

K2＝-0.03.FM＋0．3．.…………･…………⑲

K3＝0.5．……･……………………………･……⑲

K‘＝0.03．FM＋0.2……………………･……⑲

K‘＝0………………･…………………………｡⑲

K,；曲り本数率RatoofNumderofBending

Log（F1)。

K2；低簡材本数率RatoofNumberofLow

ValueLog(F2）。

K3；並材本数率RatoofNumberofGeneral

Log(F3)。

K‘；良材本数率RatoofNumberofGoodLog

（F‘)。

K5；商品蘭材本数率RatoofNumberofBetter

Log(F5)。

ここでは，曲り木本数率を除いた残りの材質の本

数比率を求める。

低蘭材本数率K2は無'''1伐（FM＝0）の時は3割

であるが，IIIl伐'''1数が堀川-ﾘー ると減少する。間伐回

数がlOIuI時点では低髄材本数率K2＝0となる。間伐

Iﾘ|数が'11111以上になるとK2は負の本数率となって，

現実には存在しないので次式のようにした。

K2＜0ならばK2＝0……………………⑨
●

良材の本数率K4は低fIi材本数率Kzとは逆の傾向

を示し，’111伐lljl数が卿川すると本数率は堀川する。

しかし，その琳加も5測までであるから，次式のよ

うにした。

K‘＞0.5ならばK‘＝0.5……………･……⑳

曲り木本数率Klも低髄材本数率K2と同様に間伐

1回|数によって変化するようにした。

次に，2番丸太以上の時。Attl'eSecondLog
Time、

List3185～3200

K,＝-0.04．FM＋FL・0．5………･……･…⑲

K2＝-0.04．FM＋0.5………………………．⑲

K3＝0.01．FM＋0.5……･……………………⑮

K‘＝0.03．FM･……………………………･…⑮

K5＝0…………………………………………．⑳

2番丸太以上になると,､地形や下岬植生の影響を

受けて曲がる本数率は1番丸太の半分程度になり，

林分評価にはプラスに作用する。

節等の材Wiの面では，1番丸太が自然落枝等によ

って節が出にくい状態にあるのに比べて，2番丸太

以上は節が多い等の理由から材f'『が劣り，低質材本

数率K2が多くマイナスに作用する。

3m～4m枝打の場合，At3～4mLopping

Time・で，1番丸太の時AttheFirstLogTime・

List3210～3235→

やや良材を目的とし枝打の材IIi別本数率

List3245～3260→

良材を目的とした枝打の材衝別本数率

List3270～3285→

商品蘭材を目的とした枝の材ri別本数の3つの場

合に分かれる。

やや良材の時

Ki＝-0.04．FM＋FL………………………．⑬

K2＝-0.02．FM＋0.2……………･…………⑲
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K3＝-0.02．FM＋0.4………………･………．⑳

K‘＝0.02．ドM＋0.3………………………･…⑳

K，＝0.02．FM＋0.1………………………･…⑳

曲り本数率K,を除いた初期価の比は，K2：K』：

K‘：K‘＝0．2：0．4：0．3：0．1となり，’''1伐lnI数によ

ってK2とK,の本数率は減少し，キIl対的に良f'(材で

あるK‘とK‘の本数率は期川する。そして，各仙の

雌'1,,雌ﾉ〈価を次のようにした。

K1＜0ならばK,＝0．．……･……………⑳

K,＜0ならばK2==O…･………･………．⑳

K3＜0ならばK3＝0……．．…………･…⑳

K‘＞0.5ならばK‘＝0.5………………･…⑳

Ks＞0．3ならばKs＝0.3…………………．⑳

良材の時や商品『'i材の場合も，初期iIliや雌小，雌

大値を変えたものにしているので脱lﾘlを宙略する。

そして，2冊丸太からは技打をしていないので，

⑳～⑲式をI|lいる。

List3290～3315→

雌後に6mまでの伎打の場合はl～2排は枝打の

3～4m枝打の1冊丸太の式を川い，6m以1:にな

ると無'''1伐・IIIl伐時の2冊丸太以l:の式をlllいるよ

うにしている。

List3300～3345

KA＝（1－K!)/(K2＋K3＋K‘＋Ks)･…･…･…⑳

KA；＃ili正価ReviseingCofficientofNumber

Rato・Kl～K‘までの合i汁がlOIi;|lになるように#Ili正

価を求め，次式のように材f'(別本数率を求める。

Kl－K，．．………………………………･………⑳

K2＝K2．KA｡…………………………………．⑳

K3＝K3．KA．………………………･…………⑳

K‘＝K‘・KA･………………･…………………⑳

Ks＝K‘・KA……………･……………………｡⑳

List3435～3450

JK(J,K)一F1．K,＋F2・K2＋F,．K,＋F‘．K‘

＋F5．Ks．．…………………･……⑳

JK(J,K)；J附級K緋丸太の㎡当り{I1i格指数

PriceCoffiCientofKNumberLogofJClass・

JL(J,K)＝』K(J,K）・JF(J,K）・JF(J,K）・4

．F()/10,000．…･………………．⑳

JL(J,K)；J階級K番丸太価格(''1）PriceofK

NumberLogofJClass．

JM＝JM＋JL(J,K)……………………･…….⑳

JM；短材lili終合計TotalPriCeofLogs，各短

材を継いだ樹高長当りの価格を求める。

以上の作業をJ階級について，K僻丸太までの計

算を繰返し行う。

List3452～3495→

JM(J)＝JM･…･………………………………．⑳

JM(J)；J階級の価格(本）PriceofJClass．

』()(J)＝JM(J）・Jc(J)･……………………．⑳

J()(J)；J階級の合計価格(円）TotalPriceof

JClass．

FR＝FR＋J()(J)･………………･……………⑳

FR；合計価格(円）TotalPrice．

以上の作業をJ＝lからJ＝9まで繰返し行う。

List3500～3795→

計算結果を表－2，表－3，表－4に示すように

プリン|､する。TheMarketValueoftheStand

wasShowntheExampleintheTable－2，3，

and4．

⑯毎木訓査から市場価格を算出

EstimatedMarketValueof

TimberDiameter･

前記の林分評価は林分構造や材閥を自然立地や施

業によって推定し，その推定値を利用して，価格を

推定する方法であるが，ここでは材闘や樹間H，胸

高直径D，本数N等の測定値を基に価格を推定する

ので，推定誤差は小さなものになる。

List4150～4150→

プログラムメニュー「マイボクチョウサカラ

ザイカノヒョウカ」の番号10を選択入力する。

ChoseoftheProgramMenuNumber‘‘10'，．

List5900～5950→

メニューの題名，計算項目等の兄い出しをプリン

トする。

〃,種FG’材f'i別本数率L,～L‘，樹商H，胸高

直径D，本数Nを入力する。InputtheFG，L,～

L5，H，D，N・

GOSUB2610→

地｣:商4.2mの末口径EP(c､)を求める。Esti‐

matetheDiameteratTopEnd（＝4.2m）from
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Basal・

GOSUB236()→

材蘭別の㎡』11りIili格比を求める。卜:stimatetl,e

V【,lueRatoofFiWPRKlnk．

MA＝(F1．L,＋F2．L,＋ド，．’‘3＋卜､‘．L‘＋F5・

L5)/250．000．F()・FP・FP…･…･…⑳

MA；惣材lIIli倍(''1）1，ri“ofl‘()偶．

MB＝MA。N･･…………･………･……………⑳

MB；N本当り価格('11）L()H1〕,．i“ofNumI〕er．

MC＝MC＋MB………………………………･＠

MC；丸太価絡合I汁(''1）TheT()talLogsPrice．

次に2，3……瀞丸太についても'11様の,汁算を繰

返し，結果を炎-12に例示したようにプリントされ

る。

ThiswasSI,〔)wntheexamI)l(？inTal〕le-l2。

⑰収益性Stan〔lYicl(1．

List4010～4150→

プログラムメニュー「シュウエキセイ」の番芳3

を選択人力-↓･る。Cl1oseoftl'eProgramMenu

Number“3”・

List52()0→

GOSUB5000～5065→

自然立地，施業方法聯を人力する。

GOSUB1730～1775→

枝打のタイミングを求める。

List5205～5217→

械付賃金W,，下刈11金W2，伐木造材質金W3，集

材賃金W‘，枝打関金W5，搬出MIi雛CB，i'11i木単価

AC，元利率Pを入力する。lnI)uttI'eWl，W2，W3，

W‘，WS，CB，ACandP・

GOSUB3800～3865→

題名及び項11弊の兇い出しをプリントすも。

GOSUB2710～2745

T年時樹間Hを求める。

GOSUB2875～3()45→

林分櫛造を求める。

GOSUB3350～3495→

樹高H，胸商直径Dの分散（階級）ごとに市場価

格を求める。

GOSUB130→

茄木代の後価を求める。

GOSUB260～270→

植付費用後価と人数を求める。

GOSUB320～395→

‐ド刈賀用後価と人数を求める。

List5240→

KP＝BA＋BB＋BC･…………………………．⑳

KP；保育州､後価(円）TendingCost・

KQ＝WB＋WC……………………………･…⑳

KQ；保育人数(人）WorkingNumberofTending・

GOSUBl785→

枝打費用後価及び人数を求める。

GOSUB560・715．815．920．1020．1400→

伐木造材，集連材の慨用及び，人数を求める。

KM＝WE＋WD………………………………･＠

KM；伐木造材,･集材の人数(人）WorkingNum‐

berofFelling，BuckingandYarding・

KK＝BE＋BD＋JG/5.20,000/1000………．⑳

KK；伐木造材・集材・巡材晩用合計(千円）The

T(〕talCostofFelling，Bucking，Yardingand

hauling・

JG/5；トラック台数．TruckNumber、

20,000；運賃(円/台）Goodsrates、

1，000；KKを千円単位にする。

KR＝KL・0.07………………………………．⑳

KR；市場手数料(千円）MarketCharge・

KS＝1700.T/1,000………･…………………⑳

KS；固定資産税(千円）SolidTax・

KT＝KL・0.015………．．……………………．⑳

KT：木引税(千円）TransactionTax・

KU＝KR＋KS＋KT･…………………………･＠

KU；粗税等の合計．TotalofTaxandetc・

List5265～5270→

間伐材についても市場価格，伐木造材，集運費と

人数を求める。

K()＝BF＋BD……･･…………………………．⑳

K()；間伐時伐木造材運材災(千円）Costof

Felling，BuckingandYardingatThiningTime．

W()＝WF＋WD…………………･……………⑳

W()；同上の人数．WorkingNumberatThining

Time．
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KV＝BF＋BD＋JG/5.20,000/1,000＋KN

・0.015．…………………………………．⑳

KV；l司上費用合計(千円)TotalC(〕statThining

Time、孝

KN＜KV－BD・0．5ならばKN＝0，

KV＝BD・0.5．……･…………………………．⑳

この条件が満足するなら搬出はせず，単に除伐の

みとする。

List5277～5280

KN＝KN＋LB・P↑(T－LD)……･…………．⑳

KN；間伐収益後価合計(千円）TotalYieldof

Thini､9．

KV＝KV＋LC・P↑(T-LD)………………｡⑳

KV；間伐費用後価合計(千''1）TotalCostof

Thini､9．

KW＝KN＋KL-KP-Bo-KK-KU-KV．．⑳

KW；純収益(円）Yield・

KX＝KW/T･･…………………………･………⑳

KX；年収益．Yieldintheyear、

List5282～5290→

計算結果して，次の林令（T＋5）の計算とう°リ

ントを繰り返し行う。表－5はその例示である。

StandYieldwasSho1vntheExaminationinthe

Table-5．

以上で収益性の説明を終るが，立木価格等をプリ

ントする必要がある時は⑳式を次のように変更する。

KW＝KL－KK－KR－KT･…………………｡⑳

そして，List3855の○○ネンショウの7字分を

リユウボクカの7字に変更する。

このように若干の変更のみで必要な情報が得られ
デ

つ。

5．さいごに

本システムの言語及び解説に用た数式はシャープ

5502“テンキーBacik”を用た。従って，英文字で

始まる2文字以内を1つの変数として表示されてお

り，通常の数式と異なるので注意して頂たいo

本システムを纏めるに当り，池田一雄場長・長浜

三千治造林課長には御助言・御指導を得たことに深

甚の謝意を申し上げます。宮原文夫技師には欧文の

一部について御助言を得たことに感謝申し上げます。

また，凪齢武夫庶務課長には予算上の御配慮を得た

ことに謝意を表します。
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